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 しかし，文部科学省が実施した「平成 27 年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」（文
部科学省，2015）では，過去 8 年間における 7 回の調査（平成 23 年度は実施されず）にお
いて，「運動やスポーツをすることは好きですか」の質問に，小学 5 年生男子の約 7%，女
子の約 13%，中学 2 年生男子の約 11%，女子の約 22%は「やや嫌い」，もしくは「嫌い」
と回答していることが明らかとなっている．また，同様に「運動やスポーツをすることは
得意ですか」との質問には小学 5 年生男子の約 18%，女子の約 31%，中学 2 年生男子の約
29%，女子の約 46%は「やや苦手」，もしくは「苦手」と回答している．また，平成 26 年
度の同調査（文部科学省，2014）で行われた，卒業後に運動やスポーツをしたいと思う意























できそうな種目があれば」と回答した児童・生徒は，小学 5年生男子で 65.0%，女子で 73.4%，





2009；Fisher et al．，2005；Hardy et al．，2012；Hume et al．，2008；Okely et al．，2001；
Sääkslahti et al．，1999；Stodden et al．，2008，2009，2013；Ulrich，1987；Williams 





































力の性差が顕著になる段階」の 4 つの段階に区分されるとしている． 
「走運動の始まりの段階」としては，宮丸・加藤（1996）が，1 名の男子について 17 ヶ
4 
 
月で走運動が初めて確認されたことや，加藤ら（2009）が，8 名の幼児において 16 ヶ月か
ら 26 ヶ月の間に走運動の発生が確認されたことを報告している．このことから，初期の走
























ば，有川ら（2009a）では 83 名の児童ごとの小学 1 年時と 6 年時の疾走速度やタイム，ス
トライド，ピッチの相関関係を分析した結果から，小学 1 年時に疾走速度やタイムが高い
児童は小学 6 年時にも疾走速度やタイムが高いということが明らかにされている．また，
宮丸（1991）においても小学 1 年時から 6 年時までの疾走速度の経年的な変化を個人ごと
5 
 
に分析した結果として，全般的に 1 年時で疾走速度が高い児童はその後も高く，反対に 1
年時に疾走速度が低い児童はその後も低いという傾向が示されている．さらに宮丸（1991）
では，各年齢において個人の疾走速度の相対的な位置づけを 5 段階で評価した結果，男子




を個人ごとに分析した結果，男女とも 1 年時に 50m 走タイムが高ければ 3 年時も高く，1


























































































 加藤ら（2000）では，小学 6 年生男女 41 名を対象に 6 時間の短距離走の授業を実施した
結果，50m 走タイムが向上したほか，10mごとの疾走速度やストライド，ピッチに向上が
みられた区間があったことが示されている．また，疾走動作については，事前および事後
測定時に撮影した映像から作成した 1 サイクルの疾走動作の連続写真をもとに，男女各 1
名について動作の変容がみられたことを事例的に報告している． 
 また，渡邉・加藤（2006）は，中学 2 年生男女 114 名を対象に，生徒主体で短距離走の
授業を行う群，教師主導で短距離走の授業を行う群，走り幅跳びおよび走り高跳びの授業









 橋本ら（1993）では，小学 5 年生 27 名を対象とし，週 3 日，6 週間の短距離走の授業を





















 宮﨑・尾縣（2009）では，高校 2 年生男女 212 名を対象に，走運動，および投運動から
なる 10 時間の授業を実施した結果，100m 走タイムが向上したことが示されている．また，







されていない．ただし，100m 走の記録が向上あるいは低下した男女各 4 名については，事
例的にどの項目に得点の向上や低下がみられたのかについて報告されている． 
 そして，長野ら（2011）では，小学 2 年生 28 名を対象に，8 時間の「走・跳の運動遊び」
の授業を実施した結果，50m 走タイムや 0-10m，20-30m，30-40m，40-50m での疾走速度
が向上したことが示されている．また，疾走動作についてはスタート局面 8 項目，疾走局










































体的に以下の 3 つの研究課題を設定した． 
 
1．合理的な疾走動作に関する観察的動作評価法の開発ならびに児童・生徒の疾走能力に関
する横断的・縦断的分析（第 1 部：研究 1） 








な差異について適切に評価することが可能となり，続く研究 1-2 および研究 1-3 において，
児童・生徒の疾走能力の個人差を詳細に検討することが可能になる（第 1 章）． 
 研究1-2では，研究1-1において開発した合理的な疾走動作の観察的動作評価法を用いて，
小学 1 年生から 6 年生までの疾走動作を横断的に分析し，学年段階ごとに，児童の疾走速
度と疾走動作との関係性から疾走能力の個人差の存在について明らかにする（第 2 章）． 







そこで研究 2 では，これまでの学習指導要領等注 4）における短距離走に関する内容の変遷
（研究 2-1：第 5 章），および体育雑誌にみられる短距離走の授業実践報告の分析を通して
（研究 2-2：第 6 章），短距離走の学習指導について検討することとする（研究 2-3：第 7
章）． 




ることとし，以下の 4 つの授業実践における成果を検証することとする． 
 研究 3-1．D 小学校における 6 年生を対象とした短距離走の授業実践（第 9 章） 
 研究 3-2．E 中学校における 1 年生女子を対象とした短距離走の授業実践（第 10 章） 
 研究 3-3．F 中学校における 1 年生男子を対象とした短距離走の授業実践（第 11 章） 
 研究 3-4．G 中学校における 2 年生女子を対象とした短距離走の授業実践（第 12 章） 
 
 以上の研究課題の追究過程において，第 1 部では体育授業における短距離走の学習指導
について，児童・生徒に習得させるべき，具体的な技能の内容を明らかにすることができ
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2011）のものは幼児，金・松浦（1988）のものは 3.0 歳から 7.5 歳の幼児および児童が対









の報告によると，作成した観察的動作評価法を用いて小学校 1 年生から 6 年生までの走運











































そこで研究 1-1 では，東京都内の公立 A 小学校に在籍する 5 年生児童 94 名（男子 47 名，
女子 47 名），および 6 年生児童 76 名（男子 27 名，女子 49 名），計 170 名（男子 74 名，
女子 96 名）を対象として疾走動作の分析を行い，観察的動作評価法の検討を行うこととし
た．なお，疾走動作の分析のための撮影は，2013（平成 25）年 7 月の体育の授業時間に行










疾走動作の撮影は，対象者の側方および前方から 2 台のビデオカメラ（SONY 社製：









































られるかどうかを検討するために，研究 1-1 の分析対象である小学校 5・6 年生の児童 170








前方では Wickstrom（1970）の示す hook motion がみられる段階，そして後方での腕の伸





















































































用いられ，中村ら（1992，2011）では 5 つの評価項目について 3 段階の尺度を設け，それ
らを組み合わせて走運動の発達を 5段階のパターンで判定する方法を採用している．また，



























上げるために，各項目について 3 段階の評価尺度を採用することとした． 










































































て，各項目の評価得点は 0.5 点刻みで 1.0 点から 3.0 点の間の数値をとることとなった． 
以上の疾走動作の評価方法によって，項目ごとの得点（各 3 点満点），身体部位別の合計
得点（各 9 点満点），および総得点（18 点満点）を算出し，児童の疾走動作の評価を行った．
なお，映像の観察にあたっては，通常の再生速度で全体的な印象を観察したのち，60fps で






















子どもの指導は行っておらず，観察経験も少ない大学院生 1 名（評価者 B）を評価者に選
定した．なお，2 名とも短距離走を専門としているが，評価者 B は世界大会で上位に入賞
した経験があり，2 名の競技レベルは大きく異なっていた．そこで，客観性の検討にあたっ























に標本サイズは 100 人以上にすることが望ましいとしていることから，研究 1-1 では妥当
性の検討にあたって，児童全員（n=170）を分析対象とすることとした． 
以上に示した観察的動作評価法の信頼性・客観性・妥当性の検討のための児童の疾走動
作の評価は 2013（平成 25）年 12 月に行った．また，信頼性の検討のための 2 回目の評価
は 1 回目の評価結果の影響を受けないように一定期間をあけることとし，2014（平成 26）
年 2 月に行った． 
なお，信頼性・客観性・妥当性の検討における相関係数の判定基準としては鈴木（2006）
の示すものを用い，「r =0.0-0.2：ほとんど相関がない」，「r =0.2-0.4：弱い相関がある」，「r 
=0.4-0.7：中等度の相関がある」，「r =0.7-1.0：強い相関がある」とした．また，信頼性・













作得点の比較については学年（5 年生・6 年生）と性別（男子・女子）を独立変数とする 2
36 
 













果（F(1, 166)=15.43, p<0.01）と，6 年生における性別の単純主効果（F(1, 166)=23.38, p<0.01）




表 1-3 には，学年および性別ごとの疾走動作の評価得点の人数と割合を示した． 
 
学年
性別 学年 性別 交互作用
疾走速度
(m/sec)












また，表 1-4 は疾走動作の得点を，学年および性別を独立変数とする 2 要因の分散分析
で比較した結果である． 
 
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
1.0 2 4.3% 4 8.5% 2 7.4% 7 14.3%
1.5 12 25.5% 8 17.0% 5 18.5% 12 24.5%
2.0 14 29.8% 18 38.3% 6 22.2% 13 26.5%
2.5 13 27.7% 9 19.1% 5 18.5% 12 24.5%
3.0 6 12.8% 8 17.0% 9 33.3% 5 10.2%
1.0 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
1.5 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2.0 16 34.0% 26 55.3% 11 40.7% 28 57.1%
2.5 12 25.5% 13 27.7% 5 18.5% 14 28.6%
3.0 19 40.4% 8 17.0% 11 40.7% 7 14.3%
1.0 4 8.5% 2 4.3% 1 3.7% 1 2.0%
1.5 10 21.3% 10 21.3% 5 18.5% 5 10.2%
2.0 14 29.8% 16 34.0% 8 29.6% 19 38.8%
2.5 8 17.0% 13 27.7% 9 33.3% 17 34.7%
3.0 11 23.4% 6 12.8% 4 14.8% 7 14.3%
1.0 4 8.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0%
1.5 2 4.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2.0 15 31.9% 28 59.6% 12 44.4% 23 46.9%
2.5 15 31.9% 11 23.4% 8 29.6% 9 18.4%
3.0 11 23.4% 8 17.0% 7 25.9% 16 32.7%
1.0 42 89.4% 42 89.4% 12 44.4% 28 57.1%
1.5 4 8.5% 5 10.6% 6 22.2% 12 24.5%
2.0 0 0.0% 0 0.0% 8 29.6% 8 16.3%
2.5 1 2.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0%
3.0 0 0.0% 0 0.0% 1 3.7% 0 0.0%
1.0 15 31.9% 27 57.4% 11 40.7% 21 42.9%
1.5 5 10.6% 5 10.6% 6 22.2% 7 14.3%
2.0 21 44.7% 13 27.7% 8 29.6% 16 32.7%
2.5 4 8.5% 0 0.0% 1 3.7% 0 0.0%
















































性別 学年 性別 交互作用
肘の引き出し 2 .10 ±0.55 2 .10 ±0.59 2 .26 ±0.67 1 .96 ±0.61 0 .02 2 .52 2 .52
肘の曲げ伸ばし 2 .53 ±0.43 2 .31 ±0.38 2 .50 ±0.46 2 .29 ±0.37 0 .18 11 .57** 0 .01
腕振りの方向 2 .13 ±0.64 2 .12 ±0.53 2 .19 ±0.54 2 .24 ±0.47 1 .14 0 .08 0 .16
下肢動作の大きさ 2 .29 ±0.58 2 .29 ±0.39 2 .41 ±0.42 2 .40 ±0.49 2 .31 0 .00 0 .00
挟み込み動作のタイミング 1 .07 ±0.25 1 .05 ±0.16 1 .48 ±0.53 1 .32 ±0.42 37 .86** 2 .93 0 .19
接地の部位 1 .71 ±0.58 1 .41 ±0.55 1 .54 ±0.55 1 .60 ±0.65 0 .00 1 .57 3 .80
上肢 6 .76 ±1.25 6 .52 ±1.12 6 .94 ±1.23 6 .49 ±1.17 0 .18 3 .35 0 .34
下肢 5 .07 ±1.04 4 .76 ±0.87 5 .43 ±1.20 5 .32 ±1.14 7 .49** 1 .65 0 .40








男子(n=47 ) 女子(n=47 ) 男子(n=27 ) 女子(n=49 )
5年生(n=94 ) 6年生(n=76 )
相関係数（r ）
1回目 2.10 ± 0.68
2回目 2.06 ± 0.66
1回目 2.35 ± 0.41
2回目 2.40 ± 0.44
1回目 2.25 ± 0.57
2回目 2.26 ± 0.55
1回目 2.33 ± 0.45
2回目 2.31 ± 0.44
1回目 1.21 ± 0.40
2回目 1.17 ± 0.32
1回目 1.54 ± 0.61
2回目 1.56 ± 0.61
** :  p  < 0 .01
** 0.797
接地の部位 0.985 ** 0.956
上肢
肘の引き出し 0.957 ** 0.823
肘の曲げ伸ばし
下肢































評価者A 2.10 ± 0.68
評価者B 2.04 ± 0.67
評価者A 2.35 ± 0.41
評価者B 2.28 ± 0.39
評価者A 2.25 ± 0.57
評価者B 2.21 ± 0.54
評価者A 2.33 ± 0.45
評価者B 2.14 ± 0.39
評価者A 1.21 ± 0.40
評価者B 1.14 ± 0.31
評価者A 1.54 ± 0.61
評価者B 1.43 ± 0.58
0.888 ** 0.727
** : p  < 0.01
下肢
下肢動作の大きさ 0.653 ** 0.360
挟み込み動作のタイミング 0.850 ** 0.555
接地の部位
得点(mean±SD ) 相関係数（r ） κ 係数
上肢
肘の引き出し 0.910 ** 0.642
肘の曲げ伸ばし 0.860 ** 0.573






ついて 5 年生より 6 年生の方が疾走速度が高く，6 年生について女子より男子の方が疾走速
度が高かった．したがって，妥当性の検討は，各学年の男女ごとにそれぞれ行うこととし








肘の引き出し 2.10 ± 0.55 .218 2.10 ± 0.59 .502 **
肘の曲げ伸ばし 2.53 ± 0.43 .331 * 2.31 ± 0.38 .450 **
腕振りの方向 2.13 ± 0.64 .672 ** 2.12 ± 0.53 .525 **
下肢動作の大きさ 2.29 ± 0.58 .619 ** 2.29 ± 0.39 .457 **
挟み込み動作のタイミング 1.07 ± 0.25 .534 ** 1.05 ± 0.16 .211
接地の部位 1.71 ± 0.58 .444 ** 1.41 ± 0.55 .379 **
上肢 6.76 ± 1.25 .533 ** 6.52 ± 1.12 .653 **
下肢 5.07 ± 1.04 .681 ** 4.76 ± 0.87 .501 **
総得点 11.83 ± 1.98 .721 ** 11.28 ± 1.69 .709 **
群
肘の引き出し 2.26 ± 0.67 .341 1.96 ± 0.61 .545 **
肘の曲げ伸ばし 2.50 ± 0.46 .269 2.29 ± 0.37 .400 **
腕振りの方向 2.19 ± 0.54 .568 ** 2.24 ± 0.47 .494 **
下肢動作の大きさ 2.41 ± 0.42 .780 ** 2.40 ± 0.49 .623 **
挟み込み動作のタイミング 1.48 ± 0.53 .803 ** 1.32 ± 0.42 .646 **
接地の部位 1.54 ± 0.55 .451 * 1.60 ± 0.65 .432 **
上肢 6.94 ± 1.23 .531 ** 6.49 ± 1.17 .607 **
下肢 5.43 ± 1.20 .775 ** 5.32 ± 1.14 .711 **
総得点 12.37 ± 2.12 .772 ** 11.81 ± 1.94 .775 **
身体部位別








動作得点 妥当性 動作得点 妥当性
身体部位別


















































































































































































































































































































































 まず上肢の 3 項目（図 1-2）について，「肘の引き出し」では，5 年生男子（r=0.218, n.s），
および6年生男子（r=0.341, n.s）において有意な相関関係が認められず，5年生女子（r=0.502, 
p<0.01）および 6 年生女子（r=0.545, p<0.01）においては中等度の有意な相関関係が認め
られた．「肘の曲げ伸ばし」では，5年生男子（r=0.331, p<0.05），5 年生女子（r=0.450, p<0.01），
6 年生女子（r=0.400, p<0.01）において，弱～中等度の有意な相関関係が認められたが，6
年生男子（r=0.269, n.s）では有意な相関関係は認められなかった．「腕振りの方向」では，
5 年生男子（r=0.672, p<0.01），5 年生女子（r=0.525, p<0.01），6 年生男子（r=0.568, p<0.01），
6 年生女子（r=0.494, p<0.01）のいずれにおいても，中等度の有意な相関関係が認められ
た． 
 続いて下肢の 3 項目（図 1-3）について，「下肢動作の大きさ」では，5 年生男子（r=0.619, 
p<0.01），5 年生女子（r=0.457, p<0.01），6 年生女子（r=0.623, p<0.01）において中等度
の有意な相関関係が認められ，6 年生男子（r=0.780, p<0.01）では有意な強い相関関係が
認められた．「挟み込み動作のタイミング」では，5 年生女子（r=0.211, n.s）において有意
な相関関係が認められなかったほかは，5 年生男子（r=0.534, p<0.01）および 6 年生女子
（r=0.646, p<0.01）においては有意な中等度の，6 年生男子（r=0.803, p<0.01）において
は有意な強い相関関係が認められた．「接地の部位」では，5 年生男子（r=0.444, p<0.01），








































































































































































































































































































 また，「上肢」，「下肢」の身体部位別，ならびに 6 項目の「総得点」について（図 1-4）
は，「上肢」において，5 年生男子（r=0.533, p<0.01），5 年生女子（r=0.653, p<0.01），6
年生男子（r=0.531, p<0.01），6 年生女子（r=0.607, p<0.01）のいずれも有意な中等度の相
関関係が認められた．次に「下肢」では，5 年生男子（r=0.681, p<0.01），5 年生女子（r=0.501, 
p<0.01）では中等度の有意な相関関係が認められ，6 年生男子（r=0.775, p<0.01），6 年生
女子（r=0.711, p<0.01）では有意な強い相関関係が認められた．そして，「総得点」では，
5 年生男子（r=0.721, p<0.01），5 年生女子（r=0.709, p<0.01），6 年生男子（r=0.772, p<0.01），








































「腕振りの方向」の 3 項目，かつ左右について評価する方法は望ましいといえる． 
次に下肢動作については，5 年生女子において「挟み込み動作のタイミング」は，疾走速
度との相関関係が有意ではなかった．なお，「挟み込み動作のタイミング」は，分散分析の
結果，5 年生より 6 年生の方が得点が高かったことが示された．また，表 1-3 に示した評価
得点ごとの人数の割合をみると，「挟み込み動作のタイミング」では，5 年生男子および 5
年生女子において，1.5 点以上の得点である児童がそれぞれ 10.6%であるのに対して，6 年














が，6 年生男子および 6 年生女子は，5 年生男子および 5 年生女子に比べて筋力が高く，そ
れによって素早い挟み込み動作ができる児童も多かったため，疾走速度との有意な相関関
係が認められたものと推察される．しかし，いずれにしても 5 年生男子，5 年生女子，6 年








































目の得点とすることとし，0.5 点刻みで 1.0 点から 3.0 点まで得点化した．また，この
方法によって項目ごとの得点（各 3 点満点），身体部位別の合計得点（各 9 点満点），
および総得点（18 点満点）を算出し，児童の疾走動作の評価を行った． 
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第２章 小学校 1 年生から 6 年生までの疾走能力の横断的分析 
 
第１節 研究の課題 
 研究 1-1（第 1 章）では，高い疾走速度を獲得するための合理的な疾走動作を評価する観
察的動作評価法を作成し，実際に小学 5・6 年生を分析対象としてその有効性について明ら
かにした．これにより，疾走能力の個人差について，疾走速度と疾走動作の質的な側面と
の関係から詳細に検討することが可能になったといえる．ただし研究 1-1（第 1 章）は，現
行（2008 年改訂）の学習指導要領上，合理的な動作の行い方を身に付けることが重視され
るようになる小学校高学年児童のみを対象に分析を行ったものであった．しかし，序章で









 研究 1-2 では，埼玉県内の公立 B 小学校に在籍する小学校 1 年生から 6 年生の児童 228
名（男子 121 名，女子 107 名）を対象に，50m 走の測定および疾走動作の評価を行った．
児童の内訳は，1 年生 35 名（男子 16 名，女子 19 名），2 年生 40 名（男子 21 名，女子 19
名），3 年生 37 名（男子 17 名，女子 20 名），4 年生 42 名（男子 19 名，女子 23 名），5 年
生 42 名（男子 26 名，女子 16 名），6 年生 32 名（男子 22 名，女子 10 名）であった． 
 50m走の測定および疾走動作の撮影は，2013（平成 25）年 11 月 27 日および 12 月 3 日











 疾走動作の撮影は，対象者の側方および前方から 2 台のビデオカメラ（SONY 社製：




を観察するためのものであり，50m 走路のゴールから延長線上の 30m 以上離れた地点に設
置して固定撮影した（第 1 章：図 1-1 参照）． 
 
第３項 疾走動作および疾走速度の分析 
 疾走動作の評価には，研究 1-1（第 1 章）で作成した疾走動作の観察的動作評価法（鈴木
ほか，2016）を用いた．なお，観察区間は，50m 走中の 20m地点から 40m 地点における
動作とした．動作得点の付け方は鈴木ら（2016）に則ることとし，各項目について A 評価
を 3 点，B 評価を 2 点，C 評価を 1 点とし，上肢，下肢ともに左右の動作得点の平均値を
当該項目の動作得点とした．映像の観察にあたっては，通常の再生速度で全体的な印象を
観察したのち，60fps でコマ送りしながら分析対象の項目を 1 つずつ観察する方法を採用し
た． 
 疾走速度については，撮影した映像から 50m 走中の中間疾走局面における疾走速度を算
出した．算出方法は，撮影したビデオカメラの映像上で対象者が 20m 地点を通過した時点
から 40m 地点を通過するまでに要した時間を距離で除した値を疾走速度とした． 









性別 男子(n =16) 女子(n =19) 男子(n =21) 女子(n =19) 男子(n =17) 女子(n =20) 男子(n =19) 女子(n =23) 男子(n =26) 女子(n =16) 男子(n =22) 女子(n =10)
4.86 4.77 5.26 4.93 5.87 5.44 5.94 5.92 5.94 5.77 6.43 5.93
(±0.36) (±0.41) (±0.44) (±0.56) (±0.27) (±0.47) (±0.47) (±0.41) (±0.62) (±0.51) (±0.60) (±0.41)
1.59 1.89 1.86 1.92 2.12 1.88 1.87 1.78 1.81 1.84 2.14 2.25
(±0.71) (±0.59) (±0.45) (±0.67) (±0.55) (±0.60) (±0.68) (±0.47) (±0.57) (±0.68) (±0.60) (±0.35)
2.66 2.47 2.69 2.50 2.62 2.43 2.63 2.50 2.38 2.41 2.64 2.65
(±0.40) (±0.39) (±0.37) (±0.41) (±0.42) (±0.37) (±0.40) (±0.43) (±0.36) (±0.42) (±0.38) (±0.41)
2.38 2.11 2.29 2.21 2.21 2.45 2.34 2.35 2.15 2.50 2.45 2.25
(±0.56) (±0.61) (±0.49) (±0.45) (±0.44) (±0.39) (±0.50) (±0.49) (±0.27) (±0.41) (±0.43) (±0.42)
2.25 2.29 2.43 2.34 2.65 2.20 2.66 2.72 2.37 2.47 2.45 2.60
(±0.61) (±0.71) (±0.55) (±0.50) (±0.46) (±0.64) (±0.44) (±0.39) (±0.61) (±0.62) (±0.49) (±0.66)
1.19 1.29 1.24 1.13 1.24 1.05 1.42 1.39 1.17 1.09 1.27 1.30
(±0.31) (±0.48) (±0.41) (±0.33) (±0.40) (±0.22) (±0.45) (±0.45) (±0.37) (±0.20) (±0.43) (±0.42)
1.69 1.47 1.88 1.55 1.82 1.35 1.97 2.09 1.62 1.56 1.77 1.70
(±0.60) (±0.59) (±0.61) (±0.64) (±0.68) (±0.46) (±0.54) (±0.58) (±0.59) (±0.54) (±0.70) (±0.42)
6.63 6.47 6.83 6.63 6.94 6.75 6.84 6.63 6.35 6.75 7.23 7.15
(±1.16) (±1.02) (±0.76) (±1.00) (±1.00) (±0.99) (±1.09) (±0.87) (±0.85) (±1.11) (±0.84) (±0.58)
5.13 5.05 5.55 5.03 5.71 4.60 6.05 6.20 5.15 5.13 5.50 5.60
(±0.89) (±1.49) (±1.14) (±1.09) (±1.32) (±0.98) (±1.17) (±1.19) (±1.28) (±1.22) (±1.35) (±1.10)
11.75 11.53 12.38 11.66 12.65 11.35 12.89 12.83 11.50 11.88 12.73 12.75
















6年生1年生 2年生 3年生 4年生 5年生
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 第 2 節で示した方法に基づき，学年段階ごとの疾走速度ならびに疾走動作得点について








































達の 2 つの要素に影響されることを示していた．したがって，研究 1-2 における学年段階
間の疾走速度の差についても，身長などの形態的発達や筋力などの機能的な発達による影
低学年 中学年 高学年




























































































































































































評価項目 相関係数 相関係数 相関係数 相関係数





** ** ** **
** ** ** **
** ** ** **
**
** ** ** **
*:p <0.05, **:p <0.01
身体部位別
**






















































肘の引き出し 0.08 0.05 0.06
肘の曲げ伸ばし 0.05 -0.06 0.16
腕振りの方向 0.21 * 0.45 ** 0.09
下肢動作の大きさ 0.23 * 0.48 ** 0.39 **
挟み込み動作のタイミング 0.32 ** 0.29 ** 0.26 *
接地の部位 0.23 * -0.07 0.07
重決定係数 0.36 ** 0.49 ** 0.34 **
*:p <0.05, **:p <0.01
評価項目
標準回帰係数
低学年(n =75) 中学年(n =79) 高学年(n =74)
上肢 0.22 * 0.26 ** 0.20 *
下肢 0.53 ** 0.53 ** 0.57 **
重決定係数 0.37 ** 0.33 ** 0.34 **
*:p <0.05, **:p <0.01










































る 2 要因の分散分析を行った． 


























4.49 4.97 5.44 5.36 5.83 6.23 5.42 6.06 6.58
(±0.30) (±0.25) (±0.30) (±0.39) (±0.23) (±0.30) (±0.45) (±0.27) (±0.38)






218.38 *** 175.48 *** 1.44







































1.58 1.88 2.02 1.94 1.77 2.02 1.77 1.95 2.16
(±0.62) (±0.58) (±0.55) (±0.55) (±0.54) (±0.65) (±0.66) (±0.51) (±0.56)
2.52 2.48 2.74 2.52 2.52 2.59 2.48 2.32 2.66
(±0.37) (±0.44) (±0.33) (±0.42) (±0.40) (±0.42) (±0.43) (±0.29) (±0.39)
2.12 2.36 2.24 2.18 2.34 2.52 2.40 2.23 2.36
(±0.55) (±0.57) (±0.46) (±0.48) (±0.45) (±0.38) (±0.39) (±0.37) (±0.43)
1.88 2.52 2.60 2.24 2.61 2.83 2.04 2.61 2.66
(±0.53) (±0.53) (±0.43) (±0.65) (±0.42) (±0.29) (±0.62) (±0.43) (±0.45)
1.00 1.18 1.46 1.04 1.27 1.54 1.02 1.09 1.45
(±0.00) (±0.32) (±0.50) (±0.20) (±0.38) (±0.47) (±0.10) (±0.25) (±0.46)
1.36 1.62 1.98 1.58 1.84 2.04 1.42 1.66 1.88
(±0.55) (±0.56) (±0.60) (±0.66) (±0.60) (±0.56) (±0.58) (±0.39) (±0.66)
6.22 6.72 7.00 6.64 6.63 7.13 6.65 6.50 7.18
(±0.90) (±1.08) (±0.78) (±0.93) (±0.95) (±1.00) (±0.95) (±0.87) (±0.89)
4.24 5.32 6.04 4.86 5.73 6.41 4.48 5.36 5.98
(±0.66) (±0.93) (±1.12) (±1.24) (±1.12) (±1.17) (±0.99) (±0.80) (±1.35)
10.46 12.04 13.04 11.50 12.35 13.54 11.13 11.86 13.16





総得点 4.18 * 50.50 *** 0.74















挟み込み動作のタイミング 1.71 34.91 *** 0.37
腕振りの方向 1.16 1.77
1.26 H>L
肘の曲げ伸ばし 1.08 6.58 ** 0.89 H>M・L
肘の引き出し 1.03 5.27 **




































































































＜第 2章 引用・参考文献＞ 
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第３章 小学校高学年から中学生にかけての 2 年間にわたる疾走能力の縦断的分析 
 
第１節 研究の課題 
















 研究 1-3 では，2013（平成 25）年度に東京都内の公立 A 小学校に在籍した 5，6 年生児
童を対象とし，これらの児童が 2014（平成 26）年度に 6 年生，および公立 C 中学校の 1
年生になるまでの 2 年間の疾走速度や疾走動作の分析を行った．なお，2013 年度に 5 年生
であり，2014 年度に 6 年生になった分析対象者は 87 名（男子 42 名，女子 45 名）であっ
た．また，2013 年度に 6 年生であり，2014 年度に中学 1 年生になった分析対象者は 56 名
（男子 20 名，女子 36 名）であった． 
 分析のための 50m 走の測定および疾走動作の撮影は 2013（平成 25）年 7 月および 2014
（平成 26）年 6 月に，A 小学校と C 中学校の校庭において，通常の体育の授業時間を利用











 疾走動作の撮影は，対象者の側方および前方から 2 台のビデオカメラ（SONY 社製：




を観察するためのものであり，50m 走路のゴールから延長線上の 30m 以上離れた地点に設
置して固定撮影した（第 1 章：図 1-1 参照）． 
 
第３項 疾走動作および疾走速度の分析 
 疾走動作の評価には，研究 1-1（第 1 章）で作成した疾走動作の観察的動作評価法（鈴木
ほか，2016）を用いた．なお，観察区間は，50m 走中の 20m地点から 40m 地点における
動作とした．動作得点の付け方は鈴木ら（2016）に則ることとし，各項目について A 評価
を 3 点，B 評価を 2 点，C 評価を 1 点とし，上肢，下肢ともに左右の動作得点の平均値を
当該項目の動作得点とした．映像の観察にあたっては，通常の再生速度で全体的な印象を
観察したのち，60fps でコマ送りしながら分析対象の項目を 1 つずつ観察する方法を採用し
た． 
 疾走速度については，撮影した映像から 50m 走中の中間疾走局面における疾走速度を算
出した．算出方法は，撮影したビデオカメラの映像上で対象者が 20m 地点を通過した時点
から 40m 地点を通過するまでに要した時間を距離で除した値を疾走速度とした． 
 なお，分析にあたって，同一学年の男女の結果をまとめて分析する際には，疾走速度の











クな検定方法である Wilcoxon の符号付順位和検定を用いた． 





以上から明らかなように，疾走速度については 2013 年度の 5 年生，6 年生ともに，男女
とも 2 年目に 1%水準で有意に増大した．したがって，疾走速度は小学校高学年から中学生
にかけて経年的に増大するものであることが明らかになったといえる． 
次に表 3-2 は，疾走動作の項目別得点，身体部位別得点，「総得点」について，各学年で
男女別に 2 年間の比較を行った結果である． 









** : p <0.01
**
(mean ±SD )
女子(n =45) 4.75 **
6年生 中学1年生
男子(n =20) 4.56 **
女子(n =36) 4.37
5年生 6年生










2013 年度に 5 年生であった児童は，男子（n=42），女子（n=45）ともに，疾走動作の項
目別得点，身体部位別得点，「総得点」に有意な変化は認められなかった．一方，2013 年度







結果は研究 1-2（第 2 章）において行った，小学 1 年生から 6 年生までの疾走速度および疾
走動作の横断的な分析から得られた示唆とも一致している．すなわち，研究 1-2（第 2 章）
1年目 2年目 1年目 2年目
2.13 2.11 2.08 1.97
(±0.54) (±0.59) (±0.58) (±0.66)
2.55 2.51 2.30 2.32
(±0.44) (±0.39) (±0.38) (±0.43)
2.14 2.26 2.10 2.13
(±0.63) (±0.61) (±0.53) (±0.47)
2.33 2.24 2.30 2.28
(±0.53) (±0.45) (±0.39) (±0.39)
1.08 1.15 1.06 1.10
(±0.27) (±0.32) (±0.16) (±0.29)
1.77 1.76 1.41 1.37
(±0.57) (±0.66) (±0.56) (±0.47)
6.82 6.88 6.48 6.42
(±1.21) (±1.02) (±1.08) (±0.88)
5.19 5.15 4.77 4.74
(±0.97) (±1.04) (±0.88) (±0.81)
12.01 12.00 11.24 11.17
(±1.86) (±1.55) (±1.66) (±1.30)
1年目 2年目 1年目 2年目
2.40 2.13 1.97 1.94
(±0.62) (±0.58) (±0.62) (±0.70)
2.48 2.45 2.31 2.49
(±0.44) (±0.43) (±0.38) (±0.42)
2.10 2.48 2.25 2.36
(±0.53) (±0.53) (±0.51) (±0.37)
2.40 2.33 2.39 2.32
(±0.42) (±0.34) (±0.51) (±0.45)
1.48 1.43 1.36 1.25
(±0.55) (±0.44) (±0.44) (±0.41)
1.53 1.68 1.72 1.61
(±0.57) (±0.57) (±0.67) (±0.60)
6.98 7.05 6.53 6.79
(±1.14) (±0.84) (±1.26) (±1.08)
5.40 5.43 5.47 5.18
(±1.14) (±0.92) (±1.22) (±1.14)
12.38 12.48 12.00 11.97
(±1.95) (±1.14) (±2.01) (±1.73)
* : p <0.05, ** : p <0.01
(mean ±SD )
2013年度：5年生男子(n =42) 2013年度：5年生女子(n =45)
Z 値 Z 値
肘の引き出し -0.22 肘の引き出し -1.45
肘の曲げ伸ばし -0.63 肘の曲げ伸ばし -0.28
腕振りの方向 1.63 腕振りの方向 0.41
挟み込み動作のタイミング 1.73 挟み込み動作のタイミング 1.10
下肢動作の大きさ -1.48 下肢動作の大きさ -0.46
接地の部位 -0.16 接地の部位 -0.72
総得点 0.16 総得点 -0.03
上肢 0.61 上肢 -0.47
下肢 -0.37 下肢 0.13
肘の曲げ伸ばし -0.25 肘の曲げ伸ばし 1.95
2013年度：6年生男子(n =20) 2013年度：6年生女子(n =36)
Z 値 Z 値
肘の引き出し -2.02 * 肘の引き出し -0.12
接地の部位 0.96 接地の部位 -1.58
腕振りの方向 2.30 * 腕振りの方向 1.62
挟み込み動作のタイミング -0.37 挟み込み動作のタイミング -2.14 *
下肢動作の大きさ -0.55 下肢動作の大きさ -1.03
上肢 0.68 上肢 1.65
下肢 0.23 下肢 -2.63 **















 第 3 節では，小学 5，6 年生を対象とした 2 年間の縦断的分析によって，疾走速度は有意
に増大するものの，疾走動作については大きな変容がみられないことが明らかとなった．








本節では，重回帰分析を用いて対象者の 1 年目と 2 年目の疾走動作がそれぞれ疾走速度に
与える影響関係について分析し，2013 年度に 6 年生であった対象者にみられた疾走動作の
変容が疾走速度の変化に対して重要であったか否かを検討することとした． 
 表 3-3 は，2013 年度に 5 年生であった児童の 5 年生時と 6 年生時の疾走速度と疾走動作
との関係について，疾走速度を従属変数，動作評価項目を独立変数とし，男女別に重回帰
















肘の引き出し -0.05 0.30 ** 0.35 * 0.46 **
肘の曲げ伸ばし 0.10 0.06 0.06 -0.04
腕振りの方向 0.37 ** 0.27 * 0.38 ** 0.28 *
下肢動作の大きさ 0.34 ** 0.29 * 0.29 * 0.39 **
挟み込み動作のタイミング 0.22 * 0.19 -0.11 0.17
接地の部位 0.23 * 0.46 ** 0.11 0.23 *
重決定係数 0.70 ** 0.62 ** 0.46 ** 0.51 **
男子(n =42) 女子(n =45)
*:p <0.05, **:p <0.01




肘の引き出し 0.23 0.43 * 0.14 0.27
肘の曲げ伸ばし -0.19 -0.50 * -0.18 -0.01
腕振りの方向 0.18 0.56 ** 0.41 ** 0.16
下肢動作の大きさ 0.47 * 0.46 * 0.41 * 0.56 **
挟み込み動作のタイミング 0.34 * 0.35 0.30 -0.06
接地の部位 0.10 -0.04 0.07 0.25
重決定係数 0.66 ** 0.54 ** 0.61 ** 0.48 **
男子(n =20) 女子(n =36)
*:p <0.05, **:p <0.01





















学 1 年生時には「下肢動作の大きさ」のみ有意な影響が認められた． 
 続いて，各学年グループで男女を合わせた分析結果では，2013 年度に 5 年生であったグ
ループ（n=87）は，5 年生時に「肘の引き出し」，「腕振りの方向」，「下肢動作の大きさ」
の 3 項目の影響が有意であったが，6 年生時には「挟み込み動作のタイミング」と「接地の





肘の引き出し 0.21 * 0.35 ** 0.21 * 0.31 **
肘の曲げ伸ばし 0.01 -0.04 -0.18 -0.15
腕振りの方向 0.38 ** 0.25 ** 0.35 ** 0.25 *
下肢動作の大きさ 0.31 ** 0.36 ** 0.40 ** 0.56 **
挟み込み動作のタイミング 0.08 0.19 * 0.30 ** 0.00
接地の部位 0.14 0.32 ** 0.08 0.13
重決定係数 0.57 ** 0.54 ** 0.66 ** 0.46 **
評価項目
標準回帰係数
2013年度5年生(n =87) 2013年度6年生(n =56)
*:p <0.05, **:p <0.01




た，「腕振りの方向」は，2013 年度に 6 年生であったグループにおける男子の 6 年生時，
および女子の中学 1 年生時において有意な影響は認められなかったものの，概ね疾走速度
に対して有意な影響を持つ項目であるといえる．また，「肘の引き出し」についても同様に，
2013 年度に 5 年生であったグループにおける男子の 5 年生時，2013 年度に 6 年生であっ
たグループにおける男子の 6 年生時，女子の 6 年生時と中学 1 年生時において有意な影響
は認められなかったが，男女をまとめたグループ全体では有意な影響が認められており，2
つの学年グループともに疾走速度に影響を与え得るものであったといえる． 



















年度に 6 年生であったグループでも中学 1 年生時にはこの 2 項目は疾走速度に対する有意


















ここで，前節において示した 2 年間の疾走動作の変容に関する分析結果（表 3-2）を改め
てみると，高い疾走速度の獲得に対する貢献度が高いと考えられる「肘の引き出し」，「腕
振りの方向」，「下肢動作の大きさ」の項目について，概して有意な得点の向上は認められ
ない．唯一，2013 年度に 6 年生であったグループの男子では，「腕振りの方向」の有意な
向上が認められたが，「肘の引き出し」は有意に低下していた．したがって，この 2 年間に
おける疾走速度の有意な増大は，疾走動作の変容による影響は極めて少なかったものと考
















加藤ほか，1985；宮丸，1991）では，小学 1 年時に疾走速度の高い児童は小学 6 年時にも
高いこと（有川ほか，2009；宮丸，1991）や，中学 1 年生時に疾走速度が高い生徒は中学
3 年生時にも高いこと（加藤ほか，1985）が示されている．また，小学 1 年生から 6 年生
まで学年段階ごとに疾走速度や疾走動作の分析を行った研究 1-2（第 2 章）においても，学
年段階を問わず，疾走速度の高い児童と低い児童の間には疾走動作にも有意な差があるこ
とが認められた．そこで本節では，小学校高学年から中学 1 年生にいたるまでの 2 年間に
おいて，疾走速度に差のある群間の疾走動作得点の差に経年的な変化がみられるかどうか
を検討することとする． 
 分析にあたって，まず 1 年目（2013 年度）の疾走速度の標準化得点をもとにし，学年グ
ループごとに疾走速度の高い順から 33%ずつ上位群，中位群，下位群と群分けを行った．
次に，群（上位群・中位群・下位群）を独立変数とし，疾走速度ならびに疾走動作得点を
従属変数とする分散分析を，年度ごと（2013 年度：1 年目，2014 年度：2 年目）に行った． 
 表 3-6 は，2013 年度に 5 年生であったグループ（n=87）について疾走速度を従属変数と
する分散分析を行った結果である． 
 
表 ３-６．2013 年度 5 年生の群ごとの疾走速度の多重比較検定の結果 
 
 
 2013 年度に 5 年生であったグループでは，5 年生時（1 年目）の疾走速度について，上
位群（n=25），中位群（n=32），下位群（n=30）の間にはそれぞれ有意差が認められた．ま
た，6 年生時（2 年目）についても上位群，中位群，下位群の間にはそれぞれ有意差が認め



















2年目 64.72 *** H>M>L
F 値






 次に，表 3-7 は，同様に 2013 年度に 5 年生であったグループについて，疾走動作の項目
別得点，身体部位別得点，「総得点」を従属変数として分散分析を行った結果である． 
 



























































1年目 8.71 *** H・M>L
2年目 6.19 ** H・M>L
肘の曲げ伸ばし
1年目 7.64 ** H>L
2年目 2.55
腕振りの方向
1年目 19.96 *** H>M>L
2年目 3.31 * H>L
挟み込み動作のタイミング
1年目 5.21 ** H>M・L
2年目 8.69 *** H>M・L
下肢動作の大きさ
1年目 13.55 *** H>M・L
2年目 7.77 ** H>M・L
接地の部位
1年目 7.90 ** H・M>L
2年目 7.28 ** H>L
身体部位別
上肢
1年目 25.43 *** H>M>L
2年目 10.63 *** H・M>L
下肢
1年目 18.25 *** H>M>L
2年目 16.76 *** H>M・L
総得点
1年目 36.51 *** H>M>L
2年目 22.97 *** H>M>L
群










 最後に，「総得点」では 1 年目において上位群，中位群，下位群の間にそれぞれ有意な差
が認められ，2 年目でもその差に変化はみられなかった． 









 次に，表 3-8 は，2013 年度に 6 年生であったグループ（n=56）について，疾走速度を従
属変数として分散分析を行った結果である． 
 




















1年目 69.3 *** H>M>L











ら，6 年生時に疾走速度の低い児童は，中学 1 年生時も疾走速度が低いままで変わらないと
いう結果が示されたといえる． 
 次に，表 3-9 は同様に 2013 年度に 6 年生であったグループについて，疾走動作の項目別
得点，身体部位別得点，「総得点」を従属変数として分散分析を行った結果である． 
 
























































1年目 9.03 *** H>M・L
2年目 4.00 * H>L
肘の曲げ伸ばし
1年目 6.70 ** H>M・L
2年目
挟み込み動作のタイミング




1年目 8.07 ** H>L
2年目 2.86
下肢動作の大きさ
1年目 22.13 *** H>M>L
2年目 6.94 **
接地の部位
1年目 4.88 * H>L
2年目 1.41
1年目 15.34 *** H>M・L




*：p <0.05，**：p <0.01，***：p <0.001
総得点
1年目 47.77 *** H>M>L
2年目 10.36 *** H>M・L
下肢
1年目 33.87 *** H>M>L































係性が 2 年目にもあまり変化しなかったことが，疾走速度についても 6 年生時に下位群で
あった児童は，中学 1 年生時にも依然として低いままとなった要因であると推察される． 





このように，児童や生徒の疾走能力の差について，宮丸（1991）は，小学 1 年生から 6 年
生までの間に児童の疾走速度の相対的な位置づけが変わることはほとんどないことを明ら
かにし，特別なトレーニングがなされない限り，児童期に疾走能力水準が大きく変わる可
能性は低いことを示している．また，加藤ら（1985）においても，中学 1 年生から 3 年生
















 以上のように，本章（研究 1-3）では 2013 年度に 5 年生であり，2014 年度に 6 年生に
なった 87 名（男子 42 名，女子 45 名）と，2013 年度に 6 年生であり，2014 年度に中学 1


































＜第 3章 引用・参考文献＞ 














































の 6 項目をそれぞれ A・B・C の 3 段階の尺度で評価する観察的動作評価法を作成した．ま









研究 1-1（第 1 章）は小学 5，6 年生のみを対象として疾走動作の評価を行ったものであり，
小学校高学年以外の児童・生徒についても疾走速度と疾走動作との関係性を検討する必要
があると考えられた． 
そこで，研究 1-2（第 2 章）では小学 1 年生から 6 年生を対象とした疾走能力の横断的分
析を行うこととした．研究 1-2（第 2 章）で行った小学 1 年生から 6 年生の児童 228 名（男












そこで，子どもの疾走能力の経年的な変化を分析するため，研究 1-3（第 3 章）では小学
5 年生 87 名（男子 42 名，女子 45 名）と小学 6 年生 56 名（男子 20 名，女子 36 名）を対











に上位群，中位群，下位群の 3 群に分けて分析を行ったところ，3 群間には疾走速度，疾走
動作ともに有意な差が認められ，その関係性は 2 年目になっても大きく変わることがなか



















研究 1-3（第 3 章）において，児童・生徒間の相対的な技能差が経年的には変化しないこと
が明らかとなった小学校高学年および中学生について，体育授業における短距離走の学習




























究において研究 1-2（第 2 章）および研究 1-3（第 3 章）で短距離走の技能が十分に身につ
いていない児童・生徒の存在が確認された中にあって，その実現に向けた具体的な学習指









遷に関する研究（馬場，2003）や，1913（大正 2）年から 1999（平成 11）年までの小学
校，中学校，高等学校の学習指導要領等における陸上運動・陸上競技領域の内容の変遷に




















また，時期区分については，続く研究 2-2（第 6 章）における先行研究である福本ら（1992）
および，刈谷（1998）をもとに，1947（昭和 22）年の『学校体育指導要綱』から，1949
（昭和 24）年の『学習指導要領 小学校体育編（試案）』，1951（昭和 26）年の『中学校・
高等学校学習指導要領 保健体育科体育編（試案）』，そして 1953（昭和 28）年の『小学校
学習指導要領 体育科編（試案）』までを第 1 期とし，以降は学習指導要領の改訂時期ごと







西暦 和暦 月 解説等
1947 S22 6月 学校体育指導要綱
1949 S24 9月 学習指導要領小学校体育編（試案）
1951 S26 7月 中学校・高等学校学習指導要領保健体育科体育編（試案）
1953 S28 11月 小学校学習指導要領体育科編（試案）








1968 S43 7月 小学校学習指導要領
1969 S44 4月 中学校学習指導要領






































第１項 第 1 期の学習指導要領等における短距離走に関する内容の検討 
 第 1 期における学習指導要領等については，1947（昭和 22）年の『学校体育指導要綱』，
および『学校体育指導要綱解説 陸上競技篇』，1949（昭和 24）年の『学習指導要領 小
学校体育編（試案）』，1951（昭和 26）年の『中学校・高等学校学習指導要領 保健体育科































らず，次に挙げる 1947（昭和 22）年の『学校体育指導要綱解説 陸上競技篇』において詳
細な解説がなされている． 





































































































































































1．重なり鬼 6．馬乗り遊び 11．ジグザグ競走 16．高とび
2．反応遊び 7．片足ずもう 12．持久走 17．三回とび
3．旗とり 8．競走 13．黒板リレー 18．なわとび
4．帽子とり 9．継走 14．カンガルーリレー 19．棒押し

















































































第２項 第 2 期の学習指導要領等における短距離走に関する内容の検討 
 第 2 期の学習指導要領等としては，1958（昭和 33）年の『小学校学習指導要領』，およ
び 1960（昭和 35）年の『小学校体育指導書』，1958（昭和 33）年の『中学校学習指導要領』，
そして 1959（昭和 34）年の『中学校保健体育指導書』が該当する． 
 なお，この時期の学習指導要領では，第 1 期における経験主義的な教育理念によって生
じた基礎学力の低下を問題視したことなどから，系統的な学習が強調されることとなり，
体育においてもこの理念に基づき，基礎的運動能力や基礎技能の学習が重視されるように
なったとされる（岩田，2004；高橋，1997）．以下では，こうした第 1 期から第 2 期への
体育の目標に関する変遷を踏まえ，短距離走に関する学習指導要領等の内容を確認してい
く． 
 まず，表 5-7 に示した 1958（昭和 33）年の『小学校学習指導要領』では，学年ごとに目
標と内容が示されるものとなっている．ここでは，第 5 学年で「体をやや前に傾けて走る」，
第 6 学年で「体をやや前に傾けて，手足の調和を保って直線やコーナーを走る」というよ





そして，表 5-8，表 5-9 に示した 1960（昭和 35）年の『小学校体育指導書』では，上記
1958（昭和 33）年の『小学校学習指導要領』の内容がさらに詳しく解説されている．特に
技能に関する内容は第 1 期における 1947（昭和 22）年の『学校体育指導要綱解説 陸上競



















 次に，表 5-10 には 1958（昭和 33）年の『中学校学習指導要領』における短距離走に関
する内容を示した．ここでは，小学校同様に学年ごとに内容が示される形となっているほ
か，内容構成については技能，態度，健康・安全に関して簡潔に項目が示されるようにな




















































































































































































































































































































































































































第３項 第 3 期の学習指導要領等における短距離走に関する内容の検討 
 第 3 期の学習指導要領等は，1968（昭和 43）年の『小学校学習指導要領』，および 1969
（昭和 44）年の『小学校指導書 体育編』，そして 1969（昭和 44）年の『中学校学習指導
要領』，および 1970（昭和 45）年の『中学校指導書 保健体育編』が該当する． 





 まず，表 5-14 に 1968（昭和 43）年の『小学校学習指導要領』における第 5 学年と第 6
学年の短距離走に関する内容を示した．技能の内容としては，第 2 期とほぼ共通したもの
が示されているが，自己の能力に応じて目標を設定して練習することが新たに示されてい
る点に，第 2 期との違いがみられる．また，これらの内容については，第 2 期同様に，続
く 1969（昭和 44）年の『小学校指導書 体育編』において詳細な解説が示されている（表













 続いて，表 5-17 には 1969（昭和 44）年の『中学校学習指導要領』における短距離走に
関する内容を示した．なお，ここでは第 2 期のように学年ごとに目標や内容が示されるの
















































































































































































































第４項 第 4 期の学習指導要領等における短距離走に関する内容の検討 
 第 4 期の学習指導要領等は，1977（昭和 52）年の『小学校学習指導要領』，および『中
学校学習指導要領』，そして 1978（昭和 53）年の『小学校指導書 体育編』，『中学校指導
書 保健体育編』が該当する． 






 まず，表 5-19 には，1977（昭和 52）年の『小学校学習指導要領』における短距離走に
関する内容を示した．なお，この学習指導要領では従来通り学年ごとに各運動領域の内容







次に，表 5-20 には 1978（昭和 53）年の『小学校指導書 体育編』における短距離走に
関する内容を示した． 
 ここでも，第 4期では技能の内容に関する記載が大幅に簡素化されていることがわかる．



































続いて，表 5-22 には 1978（昭和 53）年の『中学校指導書 保健体育編』における短距
離走に関する内容を示した． 






















































































































































































次に，表 5-26 には同年の『中学校指導書 保健体育編』における短距離走に関する内容
















示されるようになっている点が第 5 期の特徴であるといえる． 

































































































第６項 第 6 期の学習指導要領等における短距離走に関する内容の検討 
 第 6 期の学習指導要領等は，1998（平成 10）年の『小学校学習指導要領』，および『中
学校学習指導要領』，そして 1999（平成 11）年の『小学校学習指導要領解説 体育編』，お
よび 1998（平成 10）年の『中学校学習指導要領解説 保健体育編』が該当する． 












 以上，第 6 期の改訂方針を踏まえ，以下では学習指導要領等における陸上運動および陸
上競技の内容を確認していく． 
 まず，表 5-27 に 1998（平成 10）年の『小学校学習指導要領』における短距離走に関す
る内容を示した 















































 続いて，表 5-29 には 1998（平成 10）年の『中学校学習指導要領』における短距離走に
関する内容について示した． 
 中学校の短距離走については，第 6 期においても第 5 期と技能の内容に異なる点はみら
れない．また，態度の内容についても違いはみられず，新たに学び方の内容として自己の
課題設定とその解決に向けた練習や競技の仕方の工夫に関する内容が示されることとなっ
た点のみが第 6 期における特徴であるといえる． 














従来 100m と示されていたものが，50m～100m とされ，生徒の能力に応じて，走る距離に
ついても弾力的に取り扱うことができるようにする意図が見受けられる． 









ように，第 3 期以降から徐々に形式的なフォームの指導からの脱却が図られ，第 6 期では
運動の合理性を踏まえた個別的な学習を促進しようとする意図がみられたこととも関連す
ると考えられる． 



















































































































第７項 第 7 期の学習指導要領等における短距離走に関する内容の検討 
 第 7 期の学習指導要領等としては，2008（平成 20）年の『小学校学習指導要領』，『中学
校学習指導要領』，『小学校学習指導要領解説 体育編』，および『中学校学習指導要領解説 
保健体育編』が該当する． 















 まず，表 5-31 には 2008（平成 20）年の『小学校学習指導要領』における短距離走に関
する内容を示した． 











勝つ機会を保障することについても第 6 期から引き続き重視されている． 
 次に，技能の内容については，「一定の距離を全力で走ることができるようにする」こと














 また，態度や知識，思考・判断に関しては，第 6 期と比べて大きな内容の変化はみられ
ず，仲間と協力することや，自己の課題の解決に向けた学習が引き続き重視されているこ
とがわかる． 
 次に，表 5-33 は 2008（平成 20）年の『中学校学習指導要領』における第 1 学年及び第
2 学年と，第 3 学年の短距離走に関する内容を示したものである．なお，第 7 期の中学校学
習指導要領では，上述したように，指導内容の系統化を図るため，小学校から高等学校ま
での 12 年間を 4 年ごとに 3 つの段階によって捉えている．このことから，中学校について
は，第 1 学年及び第 2 学年と第 3 学年の目標及び内容は別々に示されている． 
まず技能に関しては，小学校高学年と同様に，陸上競技の技能を身に付ける中で運動の
楽しさや喜びを味わうことについて示されていることが確認できる．また，第 1 学年及び
































 続いて，表 5-34，表 5-35 は同年の『中学校学習指導要領解説 保健体育編』における第

























では，第 5 期，第 6 期において記載されていなかった体力に関する内容が記載されるよう
になっている．ただし，その扱いについては技能と関連して結果的に高まるものであるこ
とを理解することが強調されている点に特徴があるといえる． 





















































































表 ５-３４．2008（平成 20）年『中学校学習指導要領解説 保健体育編』における内容 







































































表 ５-３５．2008（平成 20）年『中学校学習指導要領解説 保健体育編』における内容 



































































































































＜第 5章 引用・参考文献＞ 
馬場桂一郎（2003）小学校体育指導書における陸上運動についての考察：昭和期・平成期







変遷．高知大学教育学部研究報告 第 1 部，57：11-27． 
国立教育政策研究所（2005）教育課程の改善の方針，各教科等の目標，評価の観点等の変






















































































（1948 年創刊），『体育科教育』（1953 年創刊），『たのしい体育・スポーツ』（1986 年創刊）





なお，検討対象は，先に示した時期区分における第 1 期から第 6 期までとし，『学校体育』
については，1948（昭和 23）年の創刊から 2002（平成 14）年に廃刊となるまで，そして







誌の論稿数は合計で 128 編であった．内訳は表 6-1 に示した． 
 






『体育科教育』 『学校体育』 計 『体育科教育』 『学校体育』 計
1 4 4 8 2 6 8 16
2 2 13 15 1 25 26 41
3 6 7 13 2 12 14 27
4 3 7 10 0 8 8 18
5 2 7 9 3 8 11 20
6 5 1 6 0 0 0 6












に分類した（表 6-2）．以上の方法によって，抽出した 587 個の教材は 7 つの小カテゴリー
に分類された．そして，これらの教材について，小学校高学年，中学校別に，時期ごとお
よび小カテゴリーごとに集計を行った．集計の結果ならびに教材の内訳については表 6-3，




































競走・疾走 7 ウインドスプリント 2 脚 低鉄棒を使った足の引き上げ踏み伸ばし 1 スタート練習 5 グループ練習 1
割合走（8割） 1 加速疾走 3 走り方の観察・研究・教え合い 2
中間疾走 1 低中学年時の記録、他校や全国的記録等体力測定の結果等の利用 1
フィニッシュ 2
競走・疾走 11 追いかけ走 1 脱力してかけ足 1 もも上げ 4 スタート練習 4 グループ練習 5 抵抗を加えた脚力養成 1
流し 1 小刻み走 1 加速疾走 1 走り方の観察・研究・教え合い 1
大また走 1 ラストスパート 1 視覚教材の活用 1
何歩で走れるか 1 フィニッシュ 1 タイム基準表の活用 2







競走・疾走 9 追いかけ走 4 流し 1 もも上げ 5 スタート練習 4 グループ練習 1
超短距離走 1 タイム走（四秒・五秒） 2 小刻み走 3 中間疾走 2 走り方の観察・研究・教え合い 2
入れ替え走 1 ジャンケン鬼 1 大また走 4 フィニッシュ 1 視覚教材の活用 2
対面走 1 腕 腕振り 2
帽子とり 1 スタート 変形スタート 2
ジグザグ走 1
バック走 1
競走・疾走 2 追いかけ走 3 リラックス走 1 もも上げ 2 スタート練習 3 グループ練習 6
タイム走（七秒・八秒） 7 割合走（6～7割） 1 小刻み走 3 加速疾走 1 視覚教材の活用 3
15秒間折り返し走 1 加速走 1 大また走 1





競走・疾走 5 追いかけ走 1 快調走 1 線踏み走 2 スタート練習 3 グループ練習 5
入れ替え走 1 タイム走（七秒・八秒） 5 加速走 1 マーク走 1 走り方の観察・研究・教え合い 1













競走・疾走 4 タイム走（八秒） 1 割合走（8割） 1 いろいろなコースで走る 1 グループ練習 3
リズム走 1 バック走 1 走り方の観察・研究・教え合い 2
ケンケン走 1 走りの分析（タイム・足跡） 4
二直線上を走る 1 得点表の作成 1
練習計画の作成 1




















競走・疾走 7 ウインドスプリント 2 もも上げ 2 スタート練習 4 グループ練習 2 ファルトレック的練習 1
割合走（8割） 1 腰に縄をかけて、駆け足に踏 1 中間疾走 2 走り方の観察・研究・教え合い 2 インターバルトレーニング 1
流し 1 腕 腕振り 1 ラストスパート 1 視覚教材の活用 1
軽く走る 1 正しい立ち方から歩行 1 話し合いおよび練習計画 1
正しい歩行から走る 1 目標設定 1
正しい姿勢からスタンディングスタート 1
その他 意識的に悪いフォームで走る 1
競走・疾走 26 追いかけ走 4 ウインドスプリント 2 もも上げ 2 スタート練習 12 グループ練習 11 インターバルトレーニング 2
過去の記録との競走 1 加速走 1 小刻み走 1 加速疾走 2 走り方の観察・研究・教え合い 4 走り込み 1
慣性走 1 大また走 1 中間疾走 3 走りの分析（タイム・ストライド） 2 補強運動 1
流し 3 ストライドを変えて走る 1 フィニッシュ 2 視覚教材の活用 5 サーキットトレーニング 1














競走・疾走 16 追いかけ走 5 ウインドスプリント 1 もも上げ 8 スタート練習 10 グループ練習 3 インターバルトレーニング 2
タイム走（三秒・四秒・十秒） 6 割合走（8割） 1 小刻み走 3 加速疾走 2 走りの分析（タイム・スピード・ストライド） 6 レペティション・トレーニング 1
ソックボール 1 加速走 3 大また走 5 フィニッシュ 1 フォーム撮影・分析 1 持続トレーニング 1
対面走 1 ウェーブ走 4 跳躍走 1 腕あるき 1
50m走の得点化 1 慣性走 4 20mを何歩で走れるか 1 おんぶ走 1
変速インターバル 1 ストライドピッチ走法 1 疲れるまで腕振り・ももあげ 1



















競走・疾走 6 タイム走（十秒） 1 慣性走 1 姿勢 ボールを低い姿勢でダッシュ・パス・キャッチ 1 スタート練習 1 グループ練習 2 サーキットトレーニング 1
加速十秒走 1 ウェーブ走 1 スタート 変形スタート 2 中間疾走 1 走り方の観察・研究・教え合い 2
野球塁間走 1 各種ダッシュ 1 加速疾走 1 練習計画の作成 1
バック走 1
競走・疾走 6 タイム走（八秒・十秒） 4 加速走 2 もも上げ 2 スタート練習 3 グループ練習 5
対面走 1 変速走 1 ４歩バウンディング 1 加速疾走 1 走り方の観察・研究・教え合い 2
線踏み走 3 中間疾走 2 走りの分析（スピード・ストライド・ピッチ） 5
ボールの間を走る 2 フィニッシュ 1 視覚教材の活用 1
輪を踏まずに走る 1 学習カードの活用 1
ミニハードル走 1 自己目標の決定 1
ゴムひもを使ったストライドの練習（マーク） 1 学習計画の立案 3
































推移について小学校高学年（図 6-1），中学校（図 6-2）についてそれぞれ示した． 


















































































































も第 2 期の特徴として挙げられた． 










のことは，表 6-3 に示した教材の内訳をみても，第 1 期においては「走り方の変化・技術






















である．これは，第 1 期における 1951（昭和 26）年の『中学校・高等学校学習指導要領 保















第３項 第 3 期における短距離走の教材に関する検討 























































第４項 第 4 期における短距離走の教材に関する検討 



















































































































































実践報告は 1 編も確認されなかった．これは，2002（平成 14）年をもって『学校体育』が
廃刊となったことで，収集可能な論稿自体が減少したことによる．また，『体育科教育』に
おける短距離走に関する論稿も，中学校については第 1 期から第 5 期まで平均 1.6 編の論
稿数となっているほか，第 4 期においても『体育科教育』の論稿は 0 編となっており，も
ともと『体育科教育』においては中学校の短距離走に関する論稿の掲載数が極めて少ない






た，第 1 期から継続して割合が減少してきた「局面ごとの練習」については，第 6 期で全
くみられなくなっている．なお，「スピードの変化」は，第 4 期以降一定の割合で報告がみ






















 以上のように，本章（研究 2-2）では，体育雑誌 2 誌における小学校高学年および中学校
の短距離走の授業実践報告 128 編から，児童・生徒が取り組む教材をすべて抽出し，その
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なお，「体力の向上」については，小学校高学年においては第 2 期に 1 件の報告があるの







































































































































































































どが，第 1 期から第 7 期まで報告されていることが確認できる．また，特に小学校高学年



























ついては，これ以降第 4 期，第 5 期とも共通して示され，局面ごとのスピードの特性と関















































































































































































































































































































































































































































































































































第８章 第 2 部の総括 
 本研究では第 1 部において，児童・生徒の疾走能力の横断的分析・縦断的分析を行った
結果，相対的に疾走能力が低い児童・生徒の技能は低いままで停滞する可能性が高いと考
えられたことから，体育授業における短距離走の学習指導について検討することの重要性
を指摘した．この結果を受け，第 2 部では，特に研究 1-3（第 3 章）において，疾走能力が
経年的に向上しないことが明らかとなった小学校高学年および中学生の短距離走の学習指
導について具体的に検討していくこととした． 
 そこで，研究 2-1（第 5 章）では，まず現在求められている短距離走の具体的な学習指導





































































第９章 D 小学校における 6 年生を対象とした短距離走の学習指導の有効性の検証 
 
第１節 研究の課題 
 本研究においては，第 1 部で行った小学校高学年児童および中学生の疾走能力の横断的






























 東京都の公立 D 小学校にて 6 年生児童 34 名（男子 20 名，女子 14 名）を対象に，事前
および事後測定を含む 8 時間単元の短距離走の授業を実施した．授業は，2014（平成 26）
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           〇スティックダッシュ
〇マーク走
          ・踏むマーク走
                  ・越えるマーク走


















ける中で意欲的に取り組むことができるようにした．さらに，研究 3-1 では単元の 1 時間
















するために，50m 走路の 30m 地点から側方 40m の場所にビデオカメラ（SONY 社製：








 〇中間疾走速度：20m 地点のマーカーコーンを通過した時点から 40m のマーカーコーン
を通過するまでに要した時間を距離（20m）で除した値 
 〇最大疾走速度：スタートからゴールまでの 10m 区間ごとの疾走速度の最大値 




および前方から 2 台のビデオカメラ（SONY 社製：HDR-XR350）によって，毎秒 60 コマ
で撮影した．側方のビデオカメラは，50m 走路の 30m 地点から側方 40m の場所に設置し，
パンニングによる撮影を行った．走路前方のビデオカメラは児童の腕振りの方向を観察す
るためのものであり，50m 走路のゴールから延長線上の 30m 以上離れた地点に設置して固
定撮影した． 
 疾走動作の評価には，研究 1-1（第 1 章）で作成した疾走動作の観察的動作評価法（鈴木
ほか，2016）を用いた．なお，観察区間は，50m 走中の 20m地点から 40m 地点における
動作とした．動作得点の付け方は鈴木ら（2016）に則ることとし，各項目について A 評価












なお，児童 34 名（男子 20 名，女子 14 名）のうち，事前もしくは事後の測定時に欠席し
た児童は分析の対象から除外されたため，最終的な分析対象者は 31 名（男子 19 名，女子
12 名）となった．また，分析にあたっては，事前測定時の 50m 走タイムに対して男女ごと
に平均値を基準とした標準化の処理，すなわち各個人の 50m 走タイムについて，平均値か
らの相対的な位置づけによる得点化を行った．この標準化に基づき，31 名の児童を標準化
得点の高い順から上位群（n=10：男子 6 名，女子 4 名），中位群（n=11：男子 7 名，女子
4 名），下位群（n=10：男子 6 名，女子 4 名）の 3 群に分けて分析を行うこととした． 
 
4) 形成的授業評価，診断的・総括的授業評価 
 上記の児童の疾走能力の分析に加え，研究 3-1 にて行われた短距離走の授業が，児童にと
って主観的に学習成果を感じられるものであったか，また単元を通して意欲的に学習に取
り組むことができたか否かを明らかにするために，毎時間の授業終了後に，4 次元 9 項目か
らなる形成的授業評価（高橋ほか，1994）を実施した．また，体育授業に対する児童の主




第１項 50m 走タイム，中間疾走速度，最大疾走速度，疾走速度逓減率 








mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 8.84 0.64 6.17 0.47 6.23 0.49 4.13 2.45
post 8.66 0.53 6.32 0.43 6.35 0.43 2.04 1.82
pre 8.30 0.46 6.60 0.37 6.66 0.40 3.38 1.61
post 8.24 0.44 6.68 0.38 6.69 0.69 0.96 1.02
pre 8.78 0.48 6.20 0.33 6.25 0.34 4.23 2.92
post 8.67 0.46 6.29 0.36 6.33 0.37 1.85 1.82
pre 9.45 0.40 5.71 0.23 5.78 0.26 4.77 2.67
post 9.06 0.35 5.99 0.26 6.02 0.25 3.34 1.77
*：p <0.05，**：p <0.01
*
下位群 (n =10) 4.39 ** 2.81 ** 2.80 ** 1.78
2.19 *
中位群 (n =11) 1.53 1.47 1.47 2.05
** 3.57 **
上位群 (n =10) 2.09 2.09 * 0.92
全体　(n =31) 4.04 ** 3.71 ** 3.23
群
タイム(sec) 中間疾走速度(m/sec) 最大疾走速度(m/sec) 疾走速度逓減率(%)




図 ９-１３．研究 3-1 における単元前後の疾走速度の変化 
 















 表 9-2 に，単元前後での児童の疾走動作得点の変化を示した． 
 





か，「下肢」（事前：4.60 点，事後：4.92 点，p<0.01）および「総得点」（事前：11.74 点，
事後：12.31 点，p<0.01）について，有意な向上が認められた． 









 表 9-3 ならびに図 9-14 は，毎時間の形成的授業評価について次元ごと（成果，意欲・関
心，学び方，協力），および総合評価について示したものである． 
 
mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 2.18 0.59 2.55 0.44 2.18 0.64 1.80 0.42
post 2.29 0.54 2.65 0.47 2.27 0.52 1.95 0.44
pre 2.50 0.41 2.65 0.41 2.55 0.47 2.30 2.58
post 2.56 0.40 2.80 0.35 2.45 0.42 2.45 0.37
pre 2.47 0.46 2.50 0.41 2.50 0.55 2.40 0.46
post 2.53 0.36 2.60 0.32 2.50 0.45 2.50 0.33
pre 2.08 0.32 2.15 0.34 2.09 0.20 2.00 0.41
post 2.23 0.36 2.40 0.46 2.27 0.26 2.00 0.24
pre 1.02 0.90 1.00 0.00 1.00 0.00 1.05 0.16
post 1.00 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00
pre 1.50 0.55 1.85 0.58 1.45 0.52 1.20 0.35
post 1.69 0.54 1.80 0.63 1.68 0.46 1.60 0.57
pre 7.15 1.00 7.70 0.82 7.23 1.10 6.50 0.71
post 7.39 0.95 8.05 0.90 7.23 0.90 6.90 0.74
pre 4.60 0.68 5.00 0.71 4.55 0.57 4.25 0.59
post 4.92 0.66 5.20 0.75 4.95 0.57 4.60 0.57
pre 11.74 1.31 12.70 0.86 11.77 1.27 10.75 1.03
post 12.31 1.28 13.25 1.16 12.18 1.12 11.50 1.00
*：p <0.05，**：p <0.01
2.57 *総得点 3.67 ** 1.98 * 1.85









接地の部位 2.43 * -1.00
1.00
下肢動作の大きさ 2.18 * 1.89 1.63 0.00
- -1.00
-1.41 1.13




z 値 z 値 z 値 z 値
評価項目 群









図 ９-１４．研究 3-1 における形成的授業評価の推移 
 
 全体的な傾向として，1 時間目から 3 時間目にかけて評価が向上し，6 時間目に評価の落
ち込みがみられるものの，単元終了時にかけて高い評価で推移していることがわかる．ま






なり，評価が多少落ち込んだものと推察される．特に「意欲・関心」次元の 5 段階評価が 6
1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 7時間目 8時間目
成果 2.44 (3) 2.49 (4) 2.60 (4) 2.59 (4) 2.62 (4) 2.61 (4) 2.65 (4) 2.55 (4)
意欲・関心 2.80 (3) 2.86 (4) 2.86 (4) 2.86 (4) 2.85 (4) 2.80 (3) 2.87 (4) 2.81 (3)
学び方 2.42 (3) 2.62 (4) 2.82 (5) 2.82 (5) 2.80 (4) 2.82 (5) 2.81 (5) 2.81 (5)
協力 2.80 (4) 2.59 (3) 2.71 (4) 2.92 (5) 2.90 (5) 2.80 (4) 2.83 (4) 2.92 (5)






























































 表 9-4 は，単元前後での診断的・総括的授業評価の結果を示したものである．なお，表中
には平均得点，ならびに 5 段階評価，そして単元前後の得点を Wilcoxon の符号付順位和検
定によって比較した結果を示した． 
 
表 ９-４．研究 3-1 における診断的・総括的授業評価の結果 
 
平均得点 評価 平均得点 評価
Q1 楽しく勉強 2.58 3 2.81 5 ↑
Q2 明るい雰囲気 2.58 5 2.81 5 ↑
Q3 丈夫な体 2.94 5 2.97 5 ↑
Q4 精一杯の運動 2.74 5 2.91 5 ↑
Q5 心理的充足 2.71 3 2.94 5 ↑ *
13.55 5 14.44 5 ↑ **
Q6 工夫して勉強 2.52 5 2.72 5 ↑ *
Q7 他人を参考 2.55 3 2.78 5 ↑
Q8 めあてを持つ 2.52 5 2.88 5 ↑ **
Q9 時間外練習 1.65 2 1.91 3 ↑
Q10 友人・先生の励まし 2.23 3 2.72 5 ↑ **
11.45 4 13.00 5 ↑ **
Q11 運動の有能感 2.16 5 2.22 5 ↑
Q12 できる自信 2.48 5 2.72 5 ↑
Q13 自発的運動 2.35 4 2.69 5 ↑ **
Q14 授業前の気持ち 2.45 4 2.72 5 ↑ *
Q15 いろいろな運動の上達 2.48 3 2.69 5 ↑
11.94 5 13.03 5 ↑ **
Q16 自分勝手 2.61 5 2.69 5 ↑
Q17 約束ごとを守る 2.81 5 2.91 5 ↑
Q18 先生の話を聞く 2.81 5 2.94 5 ↑ *
Q19 ルールを守る 2.97 5 2.97 5 →
Q20 勝つための手段 2.87 4 2.91 4 ↑
14.06 5 14.41 5 ↑


















































































































































く行えなくなった可能性があることを報告している．研究 3-1 で行った 3 つの条件でのマ
ーク走では，板状のフラットマーカー，あるいはミニハードルの代わりに用いたコーナー
ガードは，小学 6 年生の平均ストライドの値を参考に，どの児童に対しても一律に 150cm
間隔で設置をしていた．しかし，上記のマーク走やミニハードル走に関する知見から推察
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9 章）において，小学 6 年生を対象とした短距離走の授業を実施し，単元教材や下位教材の
工夫によって児童の疾走能力を向上させながら意欲的に学習に取り組ませることが可能で






 東京都の公立 E 中学校にて，中学 1 年生女子の体育授業 2 クラスの生徒 69 名（A クラス
35 名：B クラス 34 名）を対象に，事前および事後測定を含む 6 時間単元の短距離走の授
業を実施した．授業は，2014（平成 26）年 6 月 30 日から 2014（平成 26）年 7 月 16 日に




















研究 3-2 では研究 3-1（第 9 章）と同様に，地面からの反発を逃がさない姿勢と合理的な下
肢動作の習得を中心的な課題としながら，腕振りについても学習課題として設定すること

















的に学習させることを重視し，図 10-1 に示す学習指導過程を作成した． 
 
 







能を定着させた後に付加的に扱うこととし，4 時間目の後半から 5 時間目にかけて取り組む
こととした．なお，研究 2-3（第 7 章）において，学習者を意欲的に学習に取り組ませ，か
つ技術的課題性に学習を方向づけるためには単元教材レベルでの工夫が重要であることを
















































 また，単元 3 時間目で行う際には，研究 3-1（第 9 章）の「ボールを用いた学習内容の理

































































4) チューブ走（図 10-6） 
 「チューブ走」では，加速疾走時，中間疾走時において地面からの反発を得られる姿勢
を維持しながら身体の真下方向へ力を伝えることができるようにすることを目的とした．




















































































は単元 5 時間目での実施となった． 
 
第４項 データ収集ならびに分析方法 












の 30m 地点から側方 40m の場所にビデオカメラ（SONY 社製：HDR-XR350）を設置し，
毎秒60コマでパンニング撮影を行った．また，10m区間ごとの疾走速度を算出するために，
走路脇に 10m ごとにカラーコーンを設置し，ビデオカメラの画角をみながら設置位置の補




 〇中間疾走速度：20m 地点のカラーコーンを通過した時点から 40m のカラーコーンを通
過するまでに要した時間を距離（20m）で除した値 
 〇最大疾走速度：スタートからゴールまでの 10m 区間ごとの疾走速度の最大値 




および前方から 2 台のビデオカメラ（SONY 社製：HDR-XR350）によって，毎秒 60 コマ
で撮影した．側方のビデオカメラは，50m 走路の 30m 地点から側方 40m の場所に設置し，
パンニングによる撮影を行った．走路前方のビデオカメラは生徒の腕振りの方向を観察す
るためのものであり，50m 走路のゴールから延長線上の 30m 以上離れた地点に設置して固
定撮影した． 
 疾走動作の評価には，研究 1-1（第 1 章）で作成した疾走動作の観察的動作評価法（鈴木
ほか，2016）を用いた．なお，観察区間は，50m 走中の 20m地点から 40m 地点における
動作とした．動作得点の付け方は鈴木ら（2016）に則ることとし，各項目について A 評価















下位群（n=22）の 3 群に分けて分析を行うこととした． 
 
4) 形成的授業評価，診断的・総括的授業評価 
 上記の生徒の疾走能力の分析に加え，研究 3-2 にて行われた短距離走の授業が，生徒にと
って主観的に学習成果を感じられるものであったか，また単元を通して意欲的に学習に取
り組むことができたか否かを明らかにするために，毎時間の授業終了後に，4 次元 9 項目か
らなる形成的授業評価（高橋ほか，1994）を実施した．また，体育授業に対する生徒の主




第１項 50m 走タイム，中間疾走速度，最大疾走速度，疾走速度逓減率 




表 １０-１．研究 3-2 における 50m 走タイム，中間疾走速度，最大疾走速度，疾走速度逓
減率の変化 
 
mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 9.20 0.62 5.97 0.46 6.01 0.44 4.22 2.35
post 9.11 0.56 6.05 0.43 6.11 0.43 3.29 1.91
pre 8.59 0.30 6.43 0.27 6.47 0.26 3.67 1.91
post 8.54 0.31 6.49 0.27 6.54 0.28 2.94 1.85
pre 9.13 0.15 6.01 0.12 6.04 0.12 4.00 1.93
post 9.09 0.28 6.03 0.24 6.10 0.21 3.47 2.11
pre 9.87 0.46 5.47 0.29 5.53 0.25 5.00 2.95
post 9.69 0.34 5.62 0.21 5.68 0.22 3.45 1.79
3.76
タイム 中間疾走速度(m/sec) 最大疾走速度(m/sec) 疾走速度逓減率(%)
t 値 z 値 z 値 z 値
1.41
** 2.80 **
上位群 (n =22) 1.46 1.95 2.54 *




下位群 (n =22) 2.24 * 2.48 * 2.82 ** 1.83
1.44





図 １０-１０．研究 3-2 における単元前後の疾走速度の変化 
 




































点，事後：6.52 点，p<0.01），「下肢」（事前：4.20 点，事後：4.70 点，p<0.01），および「総
得点」（事前：10.32 点，事後：11.23 点，p<0.01）について，有意な向上が認められた． 
 
mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 2.07 0.72 2.16 0.68 2.41 0.61 1.64 0.68
post 2.15 0.68 2.14 0.66 2.48 0.55 1.84 0.71
pre 2.27 0.35 2.34 0.39 2.34 0.36 2.14 0.28
post 2.51 0.39 2.64 0.38 2.52 0.36 2.36 0.38
pre 2.28 0.46 2.30 0.43 2.20 0.33 2.34 0.59
post 2.36 0.42 2.41 0.40 2.36 0.41 2.32 0.45
pre 2.19 0.52 2.39 0.49 2.20 0.55 1.98 0.48
post 2.30 0.45 2.52 0.42 2.25 0.46 2.11 0.38
pre 1.12 0.29 1.20 0.33 1.16 0.36 1.00 0.00
post 1.14 0.31 1.27 0.43 1.14 0.28 1.02 0.11
pre 1.39 0.52 1.55 0.62 1.41 0.48 1.23 0.40
post 1.67 0.59 1.84 0.62 1.61 0.60 1.57 0.54
pre 6.62 0.94 6.80 1.09 6.95 0.75 6.11 0.77
post 7.02 0.97 7.18 1.01 7.36 0.89 6.52 0.85
pre 4.70 1.07 5.14 1.26 4.77 1.03 4.20 0.65
post 5.11 1.02 5.64 1.17 5.00 0.96 4.70 0.67
pre 11.33 1.41 11.93 1.11 11.73 1.40 10.32 1.17
post 12.14 1.39 12.82 1.16 12.36 1.44 11.23 1.09
2.45 **
全体(n =66) 上位群(n =22) 中位群(n =22) 下位群(n =22)
z 値 z 値 z 値 z 値
2.35 *
腕振りの方向 1.81 1.29 1.94














2.42 * 2.19 * 2.70
*：p<0.05，**：p<0.01















表 10-3 および図 10-11 は，毎授業後に実施した形成的授業評価の結果を示したものであ
る． 
 





図 １０-１１．研究 3-2 における形成的授業評価の推移 
 
「総合評価」では，1 時間目に 2.61 で 5 段階評価の「4」となる高い評価であったが，単
元の進行に伴ってさらに得点が向上し，6 時間目終了時には 2.83 で 5 段階評価の「5」とな
1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目
成果 2.42(3) 2.60(4) 2.61(4) 2.69(4) 2.69(4) 2.70(5)
意欲・関心 2.79(3) 2.85(4) 2.81(3) 2.93(4) 2.85(4) 2.93(4)
学び方 2.51(3) 2.65(4) 2.71(4) 2.81(5) 2.72(4) 2.81(5)
協力 2.83(4) 2.80(4) 2.91(5) 2.92(5) 2.88(5) 2.93(5)













































て得点は向上し，6 時間目では「意欲・関心」以外で 5 段階評価の「5」となった．ただし，
「意欲・関心」についても 6 時間目終了時点で 5 段階評価の「4」ではあったが，その得点







 表 10-4 は，単元前後に実施した診断的・総括的授業評価の結果を示したものである．な
お，表中には平均得点，ならびに 5 段階評価，そして単元前後の得点を Wilcoxon の符号付
順位和検定によって比較した結果を示した． 
 
表 １０-４．研究 3-2 における診断的・総括的授業評価の結果 
 
平均得点 評価 平均得点 評価
Q1 楽しく勉強 2.84 5 2.84 5 →
Q2 明るい雰囲気 2.75 5 2.77 5 ↑
Q3 丈夫な体 2.94 5 2.91 5 ↓
Q4 精一杯の運動 2.86 5 2.92 5 ↑
Q5 心理的充足 2.63 3 2.70 3 ↑
14.02 5 14.14 5 ↑
Q6 工夫して勉強 2.56 5 2.81 5 ↑ **
Q7 他人を参考 2.83 5 2.94 5 ↑
Q8 めあてを持つ 2.44 5 2.64 5 ↑ **
Q9 時間外練習 1.94 3 2.28 4 ↑ **
Q10 友人・先生の励まし 2.81 5 2.91 5 ↑
12.58 5 13.58 5 ↑ **
Q11 運動の有能感 1.84 3 1.91 3 ↑
Q12 できる自信 2.20 3 2.41 4 ↑ **
Q13 自発的運動 2.52 5 2.69 5 ↑ **
Q14 授業前の気持ち 2.34 3 2.39 3 ↑
Q15 いろいろな運動の上達 2.50 3 2.58 4 ↑
11.41 3 11.97 5 ↑ *
Q16 自分勝手 2.98 5 2.98 5 →
Q17 約束ごとを守る 3.00 5 3.00 5 →
Q18 先生の話を聞く 2.98 5 3.00 5 ↑
Q19 ルールを守る 3.00 5 3.00 5 ↑
Q20 勝つための手段 3.00 5 3.00 5 ↑
14.97 5 14.98 5 ↑
52.97 5 54.67 5 ↑ **















































































































3-1（第 9 章）における「踏むマーク走」（第 9 章：図 9-6 参照）と同様の方法であったと
いえるが，研究 3-1（第 9 章）では，高さ 3cm ほどのコーナーガードを使用した「越える
マーク走」（第 9 章：図 9-7 参照）や，「踏んで越えるマーク走」（第 9 章：図 9-8 参照）も





あった．また，研究 3-1（第 9 章）では，マーク走のマーカーの間隔によってストライドや
ピッチがそれぞれ影響を受けるため，学習者に応じてマーカーの間隔を検討することが，
「挟み込み動作のタイミング」を改善するうえで有効である可能性を示した．この点につ






























 以上に示してきたように，本章（研究 3-2）では中学 1 年生の女子 69 名を対象に，短距


























































文部科学省（2013）平成 25 年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果． 
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第１１章 F 中学校における 1 年生男子を対象とした短距離走の学習指導の有効性の検証 
 
第１節 研究の課題 
















 なお，本研究では，研究 3-1（第 9 章）において小学 6 年生児童に対して事前事後測定を
含む 8 時間単元での短距離走の授業の後半にグループでの問題解決学習を取り入れたこと
で，児童に自身の疾走動作に関する認識に基づいて目標を持たせ，意欲的に学習に取り組
ませることができたと考えられることを示した．また，研究 3-2（第 10 章）で行った中学
1 年生女子を対象とした短距離走の授業では，事前事後測定を含めて 6 時間という時数の制
限があり，効率的に学習成果を保障することが求められたため，問題解決学習を取り入れ
ることはできなかった．また，研究 3-2（第 10 章）では生徒の疾走能力は向上したといえ
るものの，6 項目からなる疾走動作の観察的動作評価の結果では，「肘の曲げ伸ばし」およ
び「接地の部位」以外について有意な改善は認められなかった．これらのことから本章（研








 東京都の公立 F 中学校にて，中学 1 年生男子の体育授業 1 クラスの生徒 37 名を対象とし
た短距離走の授業を実施した．なお，上述のように，研究 3-3 では問題解決学習を取り入れ
るために授業時数を多く確保することとし，事前事後測定を含む 8 時間で短距離走の授業
を行うこととした．授業は，2012（平成 24）年 6 月 12 日から 2012（平成 24）年 7 月 3





 研究 3-1（第 9 章）および研究 3-2（第 10 章）では，地面からの反発を逃さないための
姿勢と合理的な下肢動作の習得によって疾走能力を向上させることが可能であることを示
した．また，研究 3-2（第 10 章）では，上肢動作についても学習課題として設定し，「肘の
曲げ伸ばし」の改善によって疾走速度の減少を抑えることができるようになったことが推
察された．なお，研究 3-1（第 9 章）において，「マーク走」におけるマーカーの設置間隔
を検討することが「挟み込み動作のタイミング」を改善するうえで重要であると考えられ




た，上肢動作についても，研究 3-2（第 10 章）では「肘の曲げ伸ばし」以外に有意な改善
が認められなかったことから，上肢動作をより改善させるうえでは，適切な技術認識に基
づいて合理的な上肢動作を獲得できるようにするための教材の工夫が必要であると考えら

















 上述のように，研究 3-3 では地面からの反発を逃がさないための姿勢と合理的な下肢動作
および上肢動作の習得を中心的な学習課題として設定した．なお，本研究では研究 2-3（第
7 章）において，ある運動技術の習得にはその技術に関する課題認識や実態認識，方法認識
を与えることが重要であることを示したが，研究 3-1（第 9 章）や研究 3-2（第 10 章）で
行った「スティックジャンプ（片足）」や「脚の入れ替えジャンプ」は，「挟み込み動作の
タイミング」の改善において，これらの認識を明確に与え得るものではなかったと考えら









 「ボールを用いた学習内容の理解」は，研究 3-1（第 9 章）および研究 3-2（第 10 章）
でも実施したように，同じ規格だが空気の入り方の異なる 2 つのボールを用いて，地面か
らの反発を逃がさない姿勢と合理的な下肢動作といった短距離走の体系的な技術に関する






 「やじろべえ」は，研究 3-1（第 9 章）で実施したように，「ボールを用いた学習内容の
理解」によって理解を促した，地面からの反発を逃がさないための姿勢をつくることを目
的とした． 
 実施方法についても，研究 3-1（第 9 章）と同様に，3 人組となり中央の 1 人が頭・肩・
胴・腰が一直線になった姿勢をつくったうえで前後の生徒によって身体を振り子のように
振られるようにした（第 9 章：図 9-2 参照）． 
 





























































5) 音合わせ（図 11-4） 






















































































 以上の認識的学習や技能的学習に関する下位教材に加え，研究 3-3 では短距離走をゲーム










































2 時間目から 4 時間目では授業の前半に「基礎技術の習得」として 2)～5)の教材と，「走り
につなげる」として，6)～8)の教材を行い，そして毎時間の最後に「ダッシュポイントゲー





上記の教材や学習指導過程の有効性について検証するために，研究 3-3 では，研究 3-1（第
9 章）および研究 3-2（第 10 章）と同様に，以下の方法でデータ収集ならびに分析を行う
1 2 3 4 5 6 7 8
＜走りにつなげる＞
・マーク走






        ・ポンポンジャンプ




       ・ケンステップ走
・マーク走





















の 30m 地点から側方 40m の場所にビデオカメラ（SONY 社製：HDR-XR350）を設置し，
毎秒60コマでパンニング撮影を行った．また，10m区間ごとの疾走速度を算出するために，
走路脇に 10m ごとにカラーコーンを設置し，ビデオカメラの画角をみながら設置位置の補




 〇中間疾走速度：20m 地点のカラーコーンを通過した時点から 40m のカラーコーンを通
過するまでに要した時間を距離（20m）で除した値 
 〇最大疾走速度：スタートからゴールまでの 10m 区間ごとの疾走速度の最大値 




および前方から 2 台のビデオカメラ（SONY 社製：HDR-XR350）によって，毎秒 60 コマ
で撮影した．側方のビデオカメラは，50m 走路の 30m 地点から側方 40m の場所に設置し，
パンニングによる撮影を行った．走路前方のビデオカメラは生徒の腕振りの方向を観察す
るためのものであり，50m 走路のゴールから延長線上の 30m 以上離れた地点に設置して固
定撮影した． 
 疾走動作の評価には，研究 1-1（第 1 章）で作成した疾走動作の観察的動作評価法（鈴木
ほか，2016）を用いた．なお，観察区間は，50m 走中の 20m地点から 40m 地点における
動作とした．動作得点の付け方は鈴木ら（2016）に則ることとし，各項目について A 評価










た．統計処理はすべて SPSS Ver. 20.0（IBM 社製）を使用して行い，有意水準は 5%とし
た． 
なお，研究 3-3 の対象生徒 37 名のうち，分析対象としては，事前測定・事後測定を受け
ていること，および 8 時間の単元のうち最低 60%以上である 5 時間の出席を条件とした．
その結果，疾走能力についての分析対象者は 37名から 11名を除いた 26名となった．また，
分析にあたっては事前測定時の 50m 走タイムに基づき，26 名の生徒をタイムの速い順から
上位群（n=9），中位群（n=8），下位群（n=9）の 3 群に分けて分析を行うこととした． 
 
4) 形成的授業評価，診断的・総括的授業評価 
 上記の生徒の疾走能力の分析に加え，研究 3-3 にて行われた短距離走の授業が，生徒にと
って主観的に学習成果を感じられるものであったか，また単元を通して意欲的に学習に取
り組むことができたか否かを明らかにするために，毎時間の授業終了後に，4 次元 9 項目か
らなる形成的授業評価（高橋ほか，1994）を実施した．また，体育授業に対する生徒の主





 以上に示した方法によって，中学 1 年生の男子を対象とした短距離走の授業を実施した
が，実際に行われた学習指導は，天候等の影響により，計画とは大きく齟齬が生じるもの





図 １１-１１．研究 3-3 にて実際に行われた学習指導過程 
 



















 こうした状況から，6 時間目までの技能の習熟状況に鑑み，7 時間目でも「動きの観察・
課題練習」の実施は見送り，「基礎技術の習得」および「走りにつなげる」として「マーク
走・ミニハードル走」を実施することとしたほか，「グループで計測」については予定通り
1 2 3 4　※雨 5 6　※雨 7 8
＜走りにつなげる＞
・マーク走





     ・ダッシュポイント
     ゲーム
※説明のみ
＜基礎技術の習得＞
         ・タイミングパンチ
・音合わせ
＜全力で走る＞
     ・ダッシュポイント
     ゲーム
※説明のみ
＜全力で走る＞
     ・グループで計測
＜全力で走る＞
     ・ダッシュポイント
     ゲーム
集合・整列・あいさつ・健康観察・学習内容の確認・ウォーミングアップ
＜基礎技術の習得＞





        ・ポンポンジャンプ
＜基礎技術の習得＞
























第２項 50m 走タイム，中間疾走速度，最大疾走速度，疾走速度逓減率 









mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 8.48 0.57 6.52 0.50 6.59 0.51 3.09 0.57
post 8.42 0.60 6.59 0.53 6.65 0.55 2.16 0.60
pre 7.86 0.16 7.08 0.19 7.17 0.22 2.69 1.72
post 7.84 0.20 7.12 0.25 7.22 0.28 1.96 1.43
pre 8.51 0.18 6.47 0.16 6.52 0.18 3.38 2.12
post 8.42 0.24 6.55 0.20 6.59 0.19 2.39 1.46
pre 9.06 0.37 6.02 0.41 6.08 0.27 3.23 1.33
post 9.00 0.51 6.09 0.27 6.14 0.42 2.17 1.18
疾走速度逓減率(%)
t 値 z 値 z 値 z 値
1.69
上位群 (n =9) 0.43 0.70 0.85 0.65
1.18
下位群 (n =9) 0.73 0.56 0.42 1.40
群
中位群 (n =8) 1.41 1.52 1.15





















りの方向」（事前：2.23 点，事後：2.40 点，p<0.01），「下肢動作の大きさ」（事前：2.10 点，
事後：2.52 点，p<0.01），「挟み込み動作のタイミング」（事前：1.04 点，事後：1.38 点，
p<0.01），「接地の部位」（事前：1.60 点，事後：1.94 点，p<0.0１）について有意な向上が
認められたほか，「下肢」（事前：4.73 点，事後：5.85 点，p<0.01），および「総得点」（事













10.83 点，事後：12.11 点，p<0.05）について，有意な向上が認められた． 
 
mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 2.31 0.63 2.56 0.68 2.38 0.44 2.00 0.66
post 2.33 0.63 2.61 0.55 2.44 0.56 1.94 0.63
pre 2.44 0.38 2.50 0.43 2.50 0.38 2.33 0.35
post 2.60 0.40 2.72 0.44 2.63 0.35 2.44 0.39
pre 2.23 0.68 2.50 0.61 2.13 0.69 2.06 0.73
post 2.40 0.58 2.67 0.56 2.25 0.46 2.28 0.67
pre 2.10 0.37 2.17 0.25 2.19 2.59 1.94 0.53
post 2.52 0.44 2.56 0.39 2.63 0.44 2.39 0.49
pre 1.04 0.14 1.06 0.17 1.00 0.00 1.06 0.17
post 1.38 0.45 1.50 0.50 1.38 0.44 1.28 0.44
pre 1.60 0.55 1.94 0.46 1.38 0.58 1.44 0.46
post 1.94 0.45 2.17 0.25 1.88 0.35 1.78 0.62
pre 6.98 1.32 7.56 1.38 7.00 1.22 6.39 1.19
post 7.33 1.24 8.00 1.22 7.31 1.03 6.67 1.17
pre 4.73 0.82 5.17 0.66 4.56 0.82 4.44 0.85
post 5.85 1.12 6.22 1.03 5.88 0.95 5.44 1.31
pre 11.71 1.76 12.72 1.52 11.56 1.90 10.83 1.46
post 13.17 1.98 14.22 2.00 13.19 1.56 12.11 1.90
全体(n =26) 上位群(n =9) 中位群(n =8) 下位群(n =9)
z 値 z 値 z 値 z 値
0.38 -0.33
1.00 1.00
腕振りの方向 2.71 ** 1.73 1.00
肘の曲げ伸ばし 2.31 * 2.00 *
2.00 *
挟み込み動作のタイミング 3.31 ** 2.33 * 1.86
2.65 ** 2.33 * 2.00 *下肢動作の大きさ









* 1.97 *総得点 4.11 ** 2.68 ** 2.56
下肢
0.28







 表 11-3 および図 11-13 に，研究 3-3 における形成的授業評価の結果を示した． 
 





図 １１-１３．研究 3-3 における形成的授業評価の推移 
 
「総合評価」では 1 時間目に 2.15 点で 5 段階評価は「1」となり，かなり低い評価であ




1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 7時間目 8時間目
成果 1.87 (1) 1.96 (2) 1.99 (2) 1.99 (2) 2.04 (2) 2.05 (2) 2.10 (2) 2.07 (2)
意欲・関心 2.62 (3) 2.61 (3) 2.44 (2) 2.45 (2) 2.50 (2) 2.43 (2) 2.50 (2) 2.62 (3)
学び方 2.15 (2) 2.26 (2) 2.11 (2) 2.00 (1) 2.22 (2) 2.32 (3) 2.30 (3) 2.17 (2)
協力 2.09 (1) 2.35 (2) 2.03 (1) 2.27 (2) 2.33 (2) 2.37 (2) 2.22 (2) 2.37 (3)



























































































Q3 楽しく勉強 2.81 2.65 ↓
Q5 丈夫な体 2.69 2.53 ↓
Q12 精一杯の運動 2.72 2.62 ↓
Q8 明るい雰囲気 2.50 2.24 ↓ *
Q16 練習時間 2.45 2.18 ↓ *
13.16 12.21 ↓
Q2 いろいろな運動の上達 2.58 2.41 ↓
Q7 できる自信 2.31 2.15 ↓
Q11 運動の有能感 2.16 2.09 ↓
Q13 自発的運動 2.47 2.31 ↓
Q17 授業前の気持ち 2.09 2.09 －
11.61 11.05 ↓
Q9 応援 2.44 2.24 ↓
Q6 作戦を立てる 2.48 2.50 ↑
Q10 他人を参考 2.31 2.26 ↓
Q15 友人・先生の励まし 2.10 1.91 ↓
Q20 積極的発言 2.16 2.09 ↓
11.49 11.00 ↓
Q4 ルールを守る 2.91 2.91 －
Q18 自分勝手 2.56 2.70 ↑
Q1 勝つための手段 2.47 2.82 ↑ *
Q14 勝負を認める 2.53 2.62 ↑
Q19 約束ごとを守る 2.63 2.82 ↑







































たため，技能習熟が不十分となったことが考えられる．先に示したように，研究 3-3 では 8
時間単元で短距離走の授業を構成していたが，単元の 4 時間目と 6 時間目の降雨により，
事前測定および事後測定を除くと実質的に十分に技能的学習の時間を確保できたのは 4 時




がって，研究 3-2（第 10 章）においても，事前測定および事後測定を除けば実質的に技能
的学習に充てることができる時間は 4 時間であったが，研究 3-2（第 10 章）では当初より
6 時間単元で実施する予定であったため，作成した教材は，全体的な疾走の中で統合的に合















 以上のように，研究 3-3 では疾走動作に有意な向上は認められたものの，習得した疾走動
作が 50m 走タイムや疾走速度の向上には十分に結びつかなかった．しかしながら，研究 3-1




























3-3 では高さ 15cm のミニハードルを用いて「ミニハードル走」を行ったことで，遊脚の膝
を小さくたたんで前方へ大きく引き出し，かつ身体の真下方向へ積極的に振り戻す動作が
習得されたことが考えられる． 









































 以上に示してきたように，本章（研究 3-3）では中学 1 年生の男子 37 名を対象に，事前









































































第１２章 G 中学校における 2 年生女子を対象とした短距離走の学習指導の有効性の検証 
 
第１節 研究の課題 







では度々示してきた．また，研究 3-3（第 11 章）で取り上げたように，渡邉・加藤（2006）
によると，中学生を対象とした短距離走の授業実践に関する研究は少なく，その効果の検
証には重要な意義があるとされる．なお，序章でも挙げたように文部科学省（2013）が実
施した「平成 25 年度 全国体力・運動能力，運動習慣等調査」において，「今後どのよう
なことがあれば，今よりもっと運動やスポーツをしてみようと思うか」という質問に対し




 以上を踏まえて研究 3-2（第 10 章）や研究 3-3（第 11 章）の結果を整理すると，研究 3-2
（第 10 章）では 6 時間単元の短距離走の授業を実施し，教材や教具の工夫によって生徒の




検証を試みた．しかし，研究 3-3（第 11 章）では予定通りに学習指導過程を進めることが
できず，実際には問題解決学習を実施することはできなかった．ただし，50m 走タイムや
疾走速度は向上しなかったものの，教材や教具の工夫により，疾走動作を大きく改善させ









 東京都の公立 G 中学校において，中学 2 年生女子の体育授業 1 クラスの生徒 38 名を対
象とした短距離走の授業を実施した．なお，上述のように研究 3-4 では，研究 3-3（第 11
章）の学習指導過程を修正した授業の有効性について検証するため，授業時数は研究 3-3（第
11 章）と同様に 8 時間単元とした．また，対象学年について，研究 3-3（第 11 章）では中
学 1 年生であったが，研究 3-4 では中学 2 年生となった．ただし，現行（2008 年改訂）の
学習指導要領においては，発達の段階を踏まえて小学校，中学校，高等学校の 12 年間が 4
年ごとの 3 つの段階によって捉えられており，中学 1 年生と 2 年生の指導内容は同一のも
のとなっているほか，中学 2 年生まで陸上競技は必修となっている（文部科学省，2008）．
このことから，対象学年が異なっていることに大きな問題はないと判断した． 
上記の対象における短距離走の授業は，2012（平成 24）年 9 月 15 日から 2012（平成





 本研究ではこれまで，研究 3-1（第 9 章），研究 3-2（第 10 章），研究 3-3（第 11 章）に
おいて，地面からの反発を逃がさないための姿勢と，合理的な上肢動作および下肢動作の
習得によって疾走能力の向上を図ることが可能であることを示してきた．なお，研究 3-3（第
11 章）では，研究 3-2（第 10 章）において有意な向上が認められなかった「腕振りの方向」，
および「挟み込み動作のタイミング」について，適切な技術認識を与える教具を工夫した
教材によって，動作の改善を図ることが可能であることを明らかにした．また，「下肢動作



















 上述のように，本研究においては研究 3-2（第 10 章）で有意な改善が認められなかった




7 章）において示した通りである．ただし，研究 3-3（第 11 章）では，疾走動作は改善さ
れても 50m 走タイムや疾走速度の有意な向上にはつながらなかったことから，短距離走の
個々の技術を全体的な疾走動作として統合していくことが重要であると考えられた． 





 「ボールを用いた学習内容の理解」については，研究 3-1（第 9 章），研究 3-2（第 10 章），









のまま前傾する感覚を理解させることを目的とし，研究 3-1（第 9 章）および研究 3-3（第
11 章）において行った方法と同様の方法で行うこととした（第 9 章：図 9-2 参照）． 
 
3) ポンポンジャンプ 
 「ポンポンジャンプ」については，研究 3-3（第 11 章）で行ったものと同様に，頭・肩・
胴・腰が一直線になった姿勢を維持した状態で，地面からの反発によって大きく弾むこと
ができるようにすることを目的とした（第 11 章：図 11-1 参照）． 
 
4) タイミングパンチ 







ほかの行い方については研究 3-3（第 11 章）と同様に，足につけた鈴とカラーボードに手
が当たる音を一致させることを運動課題として提示することで，合理的な上肢動作を誘発
できるようにすることとした（第 11 章：図 11-3 参照）． 






図 １２-１．研究 3-4 における「タイミングパンチ」の行い方の修正 
 
5) 音合わせ 
 「音合わせ」は，研究 3-3（第 11 章）で行ったものと同様に，自身で腕を伸ばしてカラ
ーボードを膝の前に持ち，接地した際の鈴の音とカラーボードに膝が当たる音を一致させ
ることを運動課題として提示することによって，接地した瞬間に遊脚の膝を素早くかつ大





 「スキップ」については，研究 3-3（第 11 章）と同様に，速度や腕の振り方の異なるス
キップを行うことによって，脚と調和のとれた上肢動作や，接地時の素早い挟み込み動作










11 章）において高さ 15cm のミニハードルの使用が「下肢動作の大きさ」を改善するうえ
で有効であった可能性を示した．そこで，研究 3-4 においても同様に高さ 15cm のミニハー
ドルを使用することした．また，実施の方法についても研究 3-3（第 11 章）と同様に，平
たい板状のフラットマーカー（TOEI LIGHT 社製：アジリティーフラットバー），およびミ
ニハードル（TOEI LIGHT 社製：フレキシブルハードル 150）を使用し，「マーク走」につ
いては 130cm，140cm，150cm，160cm，170cm，180cm の設置間隔の走路を設定し，「ミ
ニハードル走」では 140cm，160cm，180cm の 3 つの設置間隔を設定することとした．（第
11 章：図 11-7 参照） 







「動きの観察・課題練習」は，研究 3-3（第 11 章）においては，連続写真を使用した「動
きの観察」のみの実施となり，そこで発見した疾走動作の改善点について練習を行うため






























 研究 3-3（第 11 章）では，生徒を意欲的に学習に取り組ませながら全力で走ることの楽
しさや目標達成の喜びを味わわせることを目的とし，単元教材として「ダッシュポイント






ムを実施することはできなかった．これには，4 時間目と 6 時間目の降雨の影響もあったも
のの，生徒にゲームのルールを理解させるために多くの時間を要したことも 1 つの原因で
あると考えられた． 












えで，「ダッシュポイントゲーム」を行うこととした（第 11 章：図 11-9 参照）． 



















下の図 12-4 のように構成した． 
 
 
図 １２-４．研究 3-4 における短距離走の学習指導過程 
 
 単元前半では，1 時間目に「ボールを用いた学習内容の理解」によって学習の見通しを持





5 時間目，6 時間目では，学習成果を確認するために「グループで計測」を行い，7 時間目
では単元前半からの技能の伸びを実感させるために「ダッシュポイントゲーム」を行うこ
ととした．なお，これらの学習指導過程について，研究 3-4 では計画通りに授業が行われた． 
  
第４項 データ収集ならびに分析方法 
上記の教材や学習指導過程の有効性について検証するために，研究 3-4 では，研究 3-1（第
9 章），研究 3-2（第 10 章），研究 3-3（第 11 章）と同様に，以下の方法でデータ収集なら
びに分析を行うこととした． 
1 2 3 4 5 6 7 8
＜走りにつなげる＞
・マーク走



















        ・ポンポンジャンプ




















の 30m 地点から側方 40m の場所にビデオカメラ（SONY 社製：HDR-XR350）を設置し，
毎秒60コマでパンニング撮影を行った．また，10m区間ごとの疾走速度を算出するために，
走路脇に 10m ごとにカラーコーンを設置し，ビデオカメラの画角をみながら設置位置の補




 〇中間疾走速度：20m 地点のカラーコーンを通過した時点から 40m のカラーコーンを通
過するまでに要した時間を距離（20m）で除した値 
 〇最大疾走速度：スタートからゴールまでの 10m 区間ごとの疾走速度の最大値 




および前方から 2 台のビデオカメラ（SONY 社製：HDR-XR350）によって，毎秒 60 コマ
で撮影した．側方のビデオカメラは，50m 走路の 30m 地点から側方 40m の場所に設置し，
パンニングによる撮影を行った．走路前方のビデオカメラは生徒の腕振りの方向を観察す
るためのものであり，50m 走路のゴールから延長線上の 30m 以上離れた地点に設置して固
定撮影した． 
 疾走動作の評価には，研究 1-1（第 1 章）で作成した疾走動作の観察的動作評価法（鈴木
ほか，2016）を用いた．なお，観察区間は，50m 走中の 20m地点から 40m 地点における
動作とした．動作得点の付け方は鈴木ら（2016）に則ることとし，各項目について A 評価










た．統計処理はすべて SPSS Ver. 20.0（IBM 社製）を使用して行い，有意水準は 5%とし
た． 
なお，研究 3-4 の対象生徒 38 名のうち，分析対象としては，事前測定・事後測定を受け
ていること，および 8 時間の単元のうち最低 60%以上である 5 時間の出席を条件とした．
その結果，見学等の理由で事前測定または事後測定を受けなかった 4 名，および見学その
他の理由で出席回数が 4 回であった 1 名の生徒が分析対象外となった．これにより，50m
走タイムおよび疾走動作の前後比較の分析対象者は 38名から 5名を除いた 33名となった．
これらの生徒を対象とし，分析に際しては事前測定における 50m 走タイムをもとに，タイ
ムの速い順から 33 名を均等に 3 群に分け，上位群（n=11），中位群（n=11），下位群（n=11）
とし，対象者全体（n=33）と 3 群それぞれについて分析を行った． 
 
4) 形成的授業評価，診断的・総括的授業評価 
 上記の生徒の疾走能力の分析に加え，研究 3-4 にて行われた短距離走の授業が，生徒にと
って主観的に学習成果を感じられるものであったか，また単元を通して意欲的に学習に取
り組むことができたか否かを明らかにするために，毎時間の授業終了後に，4 次元 9 項目か
らなる形成的授業評価（高橋ほか，1994）を実施した．また，体育授業に対する生徒の主




第１項 50m 走タイム，中間疾走速度，最大疾走速度，疾走速度逓減率 












図 １２-５．研究 3-4 における単元前後の疾走速度の変化 
 




mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 9.06 0.61 6.15 0.48 6.38 0.48 7.21 1.96
post 8.96 0.57 6.12 0.45 6.18 0.45 1.73 1.73
pre 8.37 0.21 6.69 0.22 6.92 0.23 5.97 1.28
post 8.37 0.31 6.58 0.32 6.67 0.35 1.19 1.03
pre 9.04 0.20 6.13 0.18 6.38 0.19 7.71 1.86
post 8.97 0.29 6.10 0.21 6.13 0.20 1.89 1.29
pre 9.76 0.22 5.63 0.17 5.85 0.19 7.94 2.14




下位群 (n =11) 2.48 * 0.56 -1.69 2.93 **
2.94 **
中位群 (n =11) 1.28 -0.77 -2.81 ** 2.93
** 5.01 **
上位群 (n =11) 0.08 -2.05 * -2.81 **
全体　(n =33) 2.44 * 1.35 -4.29
タイム 中間疾走速度(m/sec) 最大疾走速度(m/sec) 疾走速度逓減率(%)









（n=11）では，50m 走タイム（事前：9.76 秒，事後：9.55 秒，p<0.05），および疾走速度
逓減率（事前：7.94%，事後 2.12%，p<0.01） について有意な向上が認められた． 
 
第２項 疾走動作得点 
表 12-2 は，単元前後での疾走動作の分析結果を示したものである． 
 




げ伸ばし」（事前：2.27 点，事後：2.53 点，p<0.01），「腕振りの方向」（事前：1.89 点，事
後：2.18 点，p<0.01），「下肢動作の大きさ」（事前：2.18 点，事後：2.48 点，p<0.01），「挟
み込み動作のタイミング」（事前：1.09 点，事後：1.33 点，p<0.01），「接地の部位」（事前：
1.38 点，事後：1.74 点，p<0.0１）と，全ての項目について有意な向上が認められたほか，




mean sd mean sd mean sd mean sd
pre 2.24 0.61 2.45 0.42 2.31 0.68 1.95 0.65
post 2.38 0.55 2.59 0.38 2.50 0.50 2.05 0.61
pre 2.27 0.36 2.45 0.47 2.23 0.26 2.14 0.23
post 2.53 0.39 2.64 0.39 2.50 0.45 2.45 0.35
pre 1.89 0.39 1.82 0.46 2.00 0.39 1.86 0.32
post 2.18 0.45 2.00 0.39 2.27 0.47 2.27 0.47
pre 2.18 0.53 2.50 0.39 2.18 0.60 1.86 0.39
post 2.48 0.55 2.91 0.30 2.50 0.50 2.05 0.47
pre 1.09 0.26 1.27 0.41 1.00 0.00 1.00 0.00
post 1.33 0.41 1.64 0.39 1.27 0.34 1.09 0.30
pre 1.38 0.57 1.91 0.63 1.23 0.41 1.00 0.00
post 1.74 0.69 2.32 0.68 1.59 0.49 1.32 0.46
pre 6.41 0.79 6.73 0.82 6.55 0.76 5.95 0.61
post 7.09 0.92 7.23 0.65 7.27 1.17 6.77 0.88
pre 4.65 1.09 5.68 0.93 4.41 0.92 3.86 0.39
post 5.56 1.31 6.86 0.71 5.36 1.10 4.45 0.72
pre 11.06 1.60 12.41 1.43 10.95 1.39 9.82 0.75
post 12.65 1.79 14.09 1.20 12.64 1.86 11.23 0.90
4.47 ** ** 2.05
評価項目 群
*：p<0.05，**：p<0.01













接地の部位 3.49 ** 2.33 *
**
挟み込み動作のタイミング 3.09 ** 2.13 * 2.12
2.46 * 2.33 * 1.41下肢動作の大きさ
1.61 2.07 *
腕振りの方向 3.51 ** 1.63 1.73
肘の曲げ伸ばし 2.95 ** 1.41
2.71
1.30 1.41
全体(n =33) 上位群(n =11) 中位群(n =11) 下位群(n =11)















れたほか，「上肢」（事前：5.95 点，事後：6.77 点，p<0.01），「下肢」（事前：3.86 点，事





 表 12-3 および図 12-6 は，毎時間の形成的授業評価の結果について示したものである． 
 
表 １２-３．研究 3-4 における形成的授業評価の結果 
 
 
1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 7時間目 8時間目
成果 2.38 (3) 2.69 (5) 2.50 (4) 2.64 (4) 2.63 (4) 2.61 (4) 2.62 (4) 2.72 (5)
意欲・関心 2.67 (3) 2.83 (4) 2.87 (4) 2.83 (4) 2.84 (4) 2.85 (4) 2.88 (4) 2.85 (4)
学び方 2.09 (2) 2.60 (4) 2.79 (4) 2.64 (4) 2.54 (3) 2.69 (4) 2.66 (4) 2.68 (4)
協力 2.33 (2) 2.76 (4) 2.81 (4) 2.82 (4) 2.79 (4) 2.88 (5) 2.87 (5) 2.82 (4)





図 １２-６．研究 3-4 における形成的授業評価の推移 
 
「総合評価」では，1 時間目に 2.37 で 5 段階の「3」であったが，2 時間目に 2.72 で 5
段階評価の「4」となって以降は，8 時間目まで 5 段階評価の「4」と，高い評価のまま推移
したことがわかる．また，次元別（成果，意欲・関心，学び方，協力）にみても，1 時間目



































































 表 12-4 は，単元前後での診断的・総括的授業評価の結果を示したものである．なお，表
中には平均得点，ならびに 5 段階評価，そして単元前後の得点を Wilcoxon の符号付順位和
検定によって比較した結果を示した． 
  
表 １２-４．研究 3-4 における診断的・総括的授業評価の結果 
 
 
まず，「合計得点」では，単元前に 49.73 点で 5 段階評価の「4」と比較的高い評価であ
ったが，単元後には 51.46 点で 5 段階評価の「5」とさらに向上し，1%水準で有意差も認
平均得点 評価 平均得点 評価
Q1 楽しく勉強 2.71 4 2.68 4 ↓
Q2 明るい雰囲気 2.50 4 2.68 5 ↑
Q3 丈夫な体 2.84 4 2.92 5 ↑
Q4 精一杯の運動 2.63 4 2.71 5 ↑
Q5 心理的充足 2.61 3 2.68 3 ↑
13.29 4 13.68 5 ↑
Q6 工夫して勉強 2.53 5 2.66 5 ↑
Q7 他人を参考 2.74 5 2.79 5 ↑
Q8 めあてを持つ 2.21 5 2.63 5 ↑ **
Q9 時間外練習 1.47 1 1.68 2 ↑
Q10 友人・先生の励まし 2.73 5 2.74 5 ↑
11.68 4 12.50 5 ↑ **
Q11 運動の有能感 1.50 1 1.65 1 ↑
Q12 できる自信 1.82 1 1.92 1 ↑
Q13 自発的運動 2.24 3 2.47 5 ↑ *
Q14 授業前の気持ち 2.32 3 2.26 3 ↓
Q15 いろいろな運動の上達 2.39 3 2.32 2 ↓
10.26 1 10.62 2 ↑
Q16 自分勝手 2.82 5 2.84 5 ↑
Q17 約束ごとを守る 2.95 5 2.97 5 ↑
Q18 先生の話を聞く 2.82 5 2.89 5 ↑
Q19 ルールを守る 2.97 5 2.97 5 －
Q20 勝つための手段 2.95 5 2.97 5 ↑
14.50 5 14.66 5 ↑



























































 先に示したように，研究 3-4 では，全体（n=33）において 50m 走タイムおよび疾走速度
逓減率が有意に向上し，最大疾走速度については有意に低下した．ここで，図 12-5 に示し


















 次に，疾走動作についても先に示したように，全体では上肢，下肢 6 項目すべての得点
が有意に向上したほか，「上肢」，「下肢」，「総得点」においても有意な向上が認められた．



























































































 以上に示してきたように，本章（研究 3-4）では中学 2 年生の女子 38 名を対象に，事前






は 2 時間目以降 8 時間目まで高い評価のまま推移した．なお，5 時間目には問題解決
学習を中心とする学習指導へと切り替わったために「学び方」次元が一時的に低下し
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第１３章 第 3 部の総括 
 第 3 部では，第 2 部の研究 2-3（第 7 章）で行った短距離走の教材づくりに関する検討結
果をもとに，具体的に小学校高学年および中学校の短距離走の学習指導について検討し，
その有効性について 4 つの授業実践（研究 3-1，研究 3-2，研究 3-3，研究 3-4）において検
証してきた．まずはこれらの授業実践についての成果を以下にまとめていく． 






































動作改善を図る教材については検討の余地が残された．また，研究 3-2（第 10 章）で行っ
た授業ではスタートに関する指導も取り入れたため，中間疾走における合理的な疾走動作
の習得に焦点をあてた学習指導の有効性については更なる検討が必要であると考えられた． 
研究 3-3（第 11 章）では，中学 1 年生の男子 37 名を対象に，事前および事後測定を含む
8 時間単元の短距離走の授業を実施した．なお，研究 3-3（第 11 章）では，単元の後半に

























そこで，研究 3-4（第 12 章）では，研究 3-3（第 11 章）の学習指導過程に修正を加えた





れた．なお，研究 3-4（第 12 章）では，特に下位群（n=11）の生徒について，顕著に疾走
能力が向上した． 
こうした結果が得られた背景として，上肢動作を改善するための教材（「タイミングパ






推察された．また，研究 3-4（第 12 章）では，単元後半にビデオカメラを用いて疾走動作
の課題を見つけ，その改善のための練習に取り組む問題解決学習を実施したことで，生徒










された．また，研究 3-2（第 10 章），研究 3-3（第 11 章），研究 3-4（第 12 章）では，上
肢動作の改善のための教材を学習指導過程に取り入れたところ，動作の改善効果がみられ
た．ただし，研究 3-2（第 10 章）で行った「腕振り制限走」は，腕振りの重要性について
生徒に課題認識を与えるものであっても，自身の腕振りに関する実態認識や，その改善の
ための方法認識を与えるものではなかったため，改善効果は大きくなかった．これに比べ，





でないと，意図しない動作変容を誘発してしまうことも研究 3-3（第 11 章）では明らかに
なったといえる． 
次に，下肢動作のうち「下肢動作の大きさ」については，研究 3-1（第 9 章），研究 3-3
（第 11 章），研究 3-4（第 12 章）において，有意な改善が認められた一方で，研究 3-2（第
10 章）では有意な改善が認められなかった．この成果の違いが生じた要因の一つには，各
研究において行った「マーク走」や「ミニハードル走」の方法の違いがあると推察される．
すなわち，研究 3-1（第 9 章）では，「マーク走」において，高さ 3cm ほどのコーナーガ
ードを越えて走るようにし，研究 3-3（第 11 章），および研究 3-4（第 12 章）では，「ミ
ニハードル走」において，高さ 15cm のミニハードルを越えて走るようにしていた．一方で，





「挟み込み動作のタイミング」については，研究 3-1（第 9 章），研究 3-2（第 10 章）
において有意な改善が認められず，研究 3-3（第 11 章），および研究 3-4（第 12 章）では
305 
 











「接地の部位」は，研究 3-1（第 9 章），研究 3-2（第 10 章），研究 3-3（第 11 章），
研究 3-4（第 12 章）のいずれにおいても有意な改善が認められた．これは，いずれの研究
においても，身体の真下で地面を踏み，連続して跳躍するような動作を誘発する教材とし
て，研究 3-1（第 9 章）では「スティックジャンプ」，研究 3-2（第 10 章）では「脚の入





の習得にもつながったと考えられる．すなわち，上述した通り，研究 3-1（第 9 章），研究


































があるといえよう．また，中学生を対象とした研究 3-2（第 10 章）や研究 3-3（第 11 章），
研究 3-4（第 12 章）では，上肢動作改善のための教材を学習指導過程に組み込んだことで，
生徒の上肢動作が改善され，研究 3-2（第 10 章）や研究 3-4（第 11 章）では，50m 走タイ
ムや疾走速度などの向上につながったと考えられた．しかし，小学校高学年を対象とした









ら自身の疾走動作について観察する学習を行ったほか，研究 3-4（第 12 章）ではビデオカ
メラを使用した疾走動作の観察学習も取り入れた．なお，研究 3-3（第 11 章）では，診断
的・総括的授業評価に使用した調査票が異なるために比較ができないが，研究3-1（第9章），
研究 3-2（第 10 章），研究 3-4（第 12 章）では，診断的・総括的授業評価において，いず
れも Q8「めあてを持つ」の項目が有意に向上した．このことから，自身の疾走動作につい
て客観的に観察することが，児童・生徒に具体的な目標を持たせるうえで有効であったこ
とが示唆される．また，研究 3-1（第 9 章），および研究 3-4（12 章）では，観察結果に基
づいて練習を選択して実施する学習を単元後半で実施することができた．ただし，上述の
通り，こうした学習を実施しなかった研究 3-2（第 10 章），および研究 3-3（第 11 章）に
おいても疾走動作は大きく改善されていたことから，課題に応じて練習を行う問題解決学
習が，実際に児童・生徒の疾走動作改善にどの程度の影響を与えたものであるのかは一概










に充てられる時間が 4 時間であった研究 3-2（第 10 章）や，研究 3-3（第 11 章）では，問
題解決学習の導入は困難であった．したがって，問題解決学習を行うにあたっては，研究







また，短距離走をゲーム化した単元教材についても，研究 3-2（第 10 章），研究 3-3（第
11 章）では実施することができず，研究 3-1（第 9 章）および研究 3-4（第 12 章）におい
て実施することができた．なお，授業評価について，研究 3-3（第 11 章）では授業を通し
て向上することは無かったが，研究 3-2（第 10 章）では大きく向上した．この違いは，研















9 章），および研究 3-4（第 12 章）の結果から示されたといえよう． 



















































そこで本研究では，以下の 3 点の研究課題を設定し，研究を進めてきた． 
 
1．合理的な疾走動作に関する観察的動作評価法の開発ならびに児童・生徒の疾走能力に関
する横断的・縦断的分析（第 1 部：研究 1） 
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動作の観察的動作評価法が作成された．また，作成した評価法を用いて小学 5 年生および 6





 上記の研究 1-1 の結果を受け，研究 1-2（第 2 章）では，小学 1 年生から 6 年生の児童








 上記の研究 1-2 で得られた知見は，あくまで横断的な分析によるものであった．そこで研
究 1-3（第 3 章）では，小学 5 年生 87 名（男子 42 名，女子 45 名）と小学 6 年生 56 名（男
313 
 














（研究 2-1：第 5 章，研究 2-2：第 6 章，研究 2-3：第 7 章） 






















（研究 3-1：第 9 章，研究 3-2：第 10 章，研究 3-3：第 11 章，研究 3-4：第 12 章） 









ことも明らかとなった．なお，4 つの授業実践のうち，研究 3-1（第 9 章），研究 3-2（第





















































































また，小学校高学年を対象とした授業実践は研究 3-1（第 9 章）のみであり，そこでは上
肢動作の改善を促す教材を学習指導過程に組み込まなかった．したがって，小学校高学年
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